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豊田合成環境・社会報告書 



豊田合成では、2000年度より「環境報告書」を毎年発行し、豊田合成グループにおける環境への取り組みについて、

ご理解を深めていただけるよう情報開示の質の向上に努めて参りました。2004年版にて「環境・社会報告書」と名称

を改め、今回で3回目のレポートとなります。今後も報告内容の充実と改善に努め、質の向上を図るため、皆さまの声を

反映していきたいと考えています。そのため、本報告書にアンケートを添付していますので、ぜひ率直なご意見・ご提案

をお聞かせくださいますようお願いいたします。 
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第３次環境取り組みプランの活動結果 

第４次環境取り組みプランの策定 

第４次環境取り組みプラン（２００６～２０１０年度） 

ISO１４００１ 

環境監査、 環境教育 

環境会計 
 

グリーン調達 

エネルギー（CO2）低減活動 

ELVリサイクル活動 

廃棄物低減活動 

環境負荷物質低減活動 

物流の合理化 
 

 

内外装部品事業部 

ボディシーリング事業部 

機能部品事業部 

セーフティシステム事業部 

オプトE事業部 

特機事業部 
 

コンプライアンス 

社会貢献・コミュニケーション活動 

従業員との関わり 
 

 
 

事業活動に伴う環境への影響・グローバル環境データ 

国内工場データ 

IndexIndex

■報告書の対象範囲／豊田合成の全事業所及び国内外関係会社（国内８社、海外１６社） 
※国内外関係会社報告対象企業 
国内：豊田合成九州㈱　一榮工業㈱　日乃出ゴム工業㈱　豊信合成㈱　東郷樹脂㈱　海洋ゴム㈱　㈱中勢ゴム　塩田化成㈱ 
海外：TG Missouri Corporation 　TG Kentucky,LLC　TG Fluid Systems USA Corporation　TG Automotive Sealing Kentucky, LLC　TG California Automotive Sealing,Inc.　

Waterville TG Inc. 　TG Minto Corporation　Fong Yue Co.,Ltd　Bridgestone TG Australia Pty.Ltd.　Toyoda Gosei (Thailand) Co., Ltd.　Toyoda Gosei Rubber(Thailand) Co., 
Ltd.　TG Kirloskar Automotive Private Limited　Tianjin Toyoda Gosei Co,.Ltd.　Toyoda Gosei UK Ltd.　Toyoda Gosei Fluid Systems UK Ltd．  Toyoda Gosei Czech, s.r.o 

■報告書の対象期間／２００５年４月１日～２００６年３月３１日（一部２００５年３月以前も含む） 

■次回発行時期／２００７年夏 

■参考としたガイドライン／環境省「環境報告書ガイドライン（２００３年度版）」 



　２１世紀は『環境の時代』といわれます。真のグローバル企業として事業活動を推進していくためには、持続

的発展が可能な社会形成を“国際的な協調”のなかでめざすこと、地球環境との調和を第一に考えること、循

環型社会の実現に向けて日々邁進することなど、環境経営こそ企業の使命という時代が到来したことを切に

感じております。 

　私たち豊田合成グループは、モノづくりの専門メーカーとして“環境との調和”“社会との共生”を経営理

念に掲げ、「環境への対応なくして、企業の将来はない」という認識のもと、常に環境に配慮した企業活動を

展開してまいりました。日本ゴム工業会加盟企業の工場としては初めて埋立廃棄物ゼロを達成したことや、次

世代の光源・青色LEDの開発に成功したことなどは、環境対応を使命とした経営の成果といえるでしょう。ま

た、“自然の叡知”をテーマとした「愛・地球博」において、当社製のLEDが１億個以上使われたことは意義深

いことだったと思います。 

　２００５年度までの活動の成果として、CO2排出量の１９９０年度比５%低減や、国内全工場での埋立廃棄物の

ゼロ化、環境対応技術・製品の開発、リサイクルの促進など、「第３次環境取り組みプラン」の全項目で目標を

達成することができました。 

　２００６年度からは、豊田合成グループとしてより高い目標を掲げた「第４次環境取り組みプラン（２００６～

２０１０年度）」へと全面的に改定し、さらなる地球環境保全に寄与・貢献してまいります。「環境経営実践企業

として認識され、世界で信頼される会社」を目標に、世界トップクラスの環境技術・品質確保とタイムリーな市

場提供、日欧「自動車リサイクル法」に円滑に対応できる取り組みの推進、豊田合成グループでグローバルに

取り組むCO2排出量低減活動や排出物量低減活動を強化することで、企業の社会的責任を遂行し循環型社

会構築に寄与する活動を着実に実践していく考えです。 

　ここに、２００６年版「環境・社会報告書」を作成いたしました。本報告書をひとりでも多くの方にご覧いただ

き、豊田合成グループの取り組み姿勢と活動内容をご理解いただければ幸いです。皆さまの率直なご意見を

お待ちしております。 

「環境経営実践企業として認識され、世界で信頼される会社」を 

目標に、第４次環境取り組みプランを開始します 

取締役社長 

トップメッセージ 



企業データ 

１９４９年６月１５日 

２８０億円 

５,３９０名 

自動車・搬送機器・船舶等の各種輸送機器用、農業機械・建設機械・工作機

械用、情報通信機器・家庭電気機器用及び介護機器・医療機器・住宅機器

用のゴム・プラスチック・ウレタン製品／半導体及び半導体応用製品／電気・

電子部品／接着剤の製造ならびに販売、コンサルティング、研究開発 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑1番地 

技術センター 

春日、稲沢、尾西、平和町、西溝口、森町、岩手、北九州 

名岐 

東京、大阪、広島、宇都宮 

設 立  

資 本 金  

社 員 数  

事 業 目 的  

 

 

 

本 社所在地  

研究開発部門 

工 場  

物流センター 

営 業 所  

豊田合成会社概要（２００６年３月現在） 沿革＆環境取り組みの歴史 

営業状況（豊田合成単独：２００５年度決算　２００５年４月～２００６年３月） 
 

連結決算※の推移 

従業員数の推移（豊田合成単独） 
 

「名古屋ゴム株式会社」として会社設立 

「豊田合成株式会社」に改称 

名古屋証券取引所第１部に株式上場 

環境保全の推進組織「ナイスリー委員会」設置 

コージェネ導入（森町工場） 

豊田合成地球環境記念基金設立 

特定フロン全廃 

施設環境部設置 

「第１次環境取り組みプラン」策定 

青色LEDの生産・販売を開始 

「第２次環境取り組みプラン」策定 

コージェネ導入（技術センター） 

EPDM連続脱硫技術（ゴムリサイクルプラント） 

事業部制導入 

ISO１４００１（平和町工場）認証取得 

ISO１４００１（尾西工場、森町工場）認証取得 

東京証券取引所第１部に株式上場 

塩素系溶剤全廃 

環境会計導入 

ISO１４００１（春日工場、稲沢工場）認証取得 

環境報告書発行（第１回） 

「第３次環境取り組みプラン」策定 

マルチホワイトLED「TG MULTI WHITE」の開発・販売 

尾西工場で埋立廃棄物「ゼロ」を達成 

豊田合成グリーン調達ガイドラインを策定 

国内全事業所で埋立廃棄物「ゼロ」を達成 

コージェネ導入（尾西工場） 

２０１０年ビジョン公布 

コージェネ導入（平和町工場） 

環境・社会報告書に改称 

コージェネ導入（春日工場） 

豊田合成グリーン調達ガイドラインを改正 

「第４次環境取り組みプラン」策定 

ISO１４００１認証取得（西溝口工場） 

コージェネ導入（稲沢工場） 

1 9 4 9

1 9 7 3

1 9 8 3

1 9 9 1

1 9 9 2

1 9 9 3

1 9 9 5

1 9 9 6

1 9 9 7

1 9 9 8

1 9 9 9

2 0 0 0

2 0 0 1

2 0 0 2

2 0 0 3

2 0 0 4

2 0 0 5

３,１９７億円（営業利益 ９４億円） 

１１５.６億円 

７６.９億円 

５８.０５円 

 

売 上 高  

経 常 利 益  

当期純利益  

１ 株 当 り  
当期純利益  

●利益 
（億円） 

２２５.９ 

’０３年度 
０ 

１００ 

２５０ 

１５０ 

５０ 

２００ 
１９７.０ 

１７２.５ 

’０２年度 

１０５.２ 

４０.５ 

’０１年度 

１２６.７ 

１７４.６ 

’０４年度 

１０５.８ 

２００.２ 

’０５年度 

１０７.８ 

●売上高 
（億円） 

０ 

１０００ 

２０００ 

４０００ 

５０００ 

３０００ 

’０３年度 

３,９６９ 

’０２年度 

３,４４８ 

’０１年度 

３,０３０ 

’０４年度 

４,３５５ 

’０５年度 

４,９８４ 

（人） 

０ 

１０００ 

２０００ 

４０００ 

６０００ 

５０００ 

３０００ 

’０３年度 

５,４６３ 

’０２年度 

５,４４０ 

’０１年度 ’０４年度 

５,３４８ 

’０５年度 

５,３９０ 

経常利益　　　 当期純利益 

※ 財務上の連結対象会社 

国内：豊田合成九州㈱　一榮工業㈱　日乃出ゴム工業㈱　豊信合成㈱　東郷樹脂㈱　海洋ゴム㈱
ティージーオプシード㈱　㈱エフティエス　TGロジスティクス㈱　TGウェルフェア㈱　
TGメンテナンス㈱　計１１社 

海外：Toyoda Gosei North America Corporation　TG Missouri Corporation 　TG Kentucky,LLC　TG 
Fluid Systems USA Corporation　TG Automotive Sealing Kentucky, LLC　TG California 
Automotive Sealing, Inc.　TG Personnel Services North America, Inc.　Fuel Total Systems 
California Corporation　TGR Technical Center, LLC　Toyoda Gosei Texas, LLC　Toyoda Gosei 
Holdings Inc.　Waterville TG Inc. 　TG Minto Corporation　TAPEX Mexicana S.A. de C.V.　
Fong Yue Co.,Ltd　Bridgestone TG Australia Pty.Ltd.　Toyoda Gosei Asia Co.,Ltd.　Toyoda 
Gosei (Thailand) Co., Ltd.　Toyoda Gosei Rubber(Thailand) Co., Ltd.　TG Kirloskar Automotive 
Private Limited　Tianjin Toyoda Gosei Co,.Ltd.　Toyoda Gosei UK Ltd.　Toyoda Gosei Fluid 
Systems UK Ltd.　Toyoda Gosei Czech, s.r.o.　計２４社 

ナイスリー活動  

人と地球にナイスリー

「人と地球にやさしい環境づくり」に向け、地球環境保護、資源の有効活用
の観点から「つくらない（つかわない）」「すてない」「まかせない」の３点
を活動の基本とし、３つの“ない”を合言葉にして“ナイスリー”としました。
「人と地球にナイスリー」は、豊田合成の環境活動のトレードマークです。 

ナ イ  

ナ イ  

ナ イ  

（ つ か わ ）  
つ く ら  

す 　 て  

ま か せ  

年度 

５,６０６ 
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企業体質を強化し、経営の革新を進め、高分子分野の
専門メーカーとして世界一・日本一製品づくりを推進し、
着実に成長する。 

1

2

3

4

5

6

時代を先取りした研究と開発に努め、モノづくりの技術
を高めて、お客様に満足していただける魅力ある商品・
サービスを提供する。 

労使相互信頼・責任を基本に、社員の個性を尊重し、個
人の創造力・チャレンジ精神とチームワークによる総合
力を高めて、活力と働きがいのある企業風土をつくる。 

内外の法、国際ルール及びその精神を遵守し、オープ
ンで公正な企業行動を実践して、社会から信頼される
良き企業市民をめざす。 

クリーンで安全な商品の提供を使命とし、環境保護と
安全の問題を先取りし、循環型社会の実現に向け積極
的に取り組む。 

グローバル企業として、地域に根づいた事業活動を行い、 
産業・経済・社会の発展に貢献する。 

着 実 な 成 長  

お 客 様 の 満 足  

人 間 性 の 尊 重  

社 会との 共 生  

環 境との 調 和  

国際社会との融和 

企業は、地球や社会からさまざまな資源を借り、社会に寄与するべく生かされている存在です。当社ではこの考え方から、経営理念に「人

間性の尊重」「社会との共生」「環境との調和」を掲げ事業活動を推進しています。また、この経営理念のもと、当社の2010年のあるべき

姿を示した、「TG2010VISION」を策定。このビジョンの実施に向かって、豊田合成グループは一丸となって事業活動に取り組んでいきま

経営理念・ビジョン 

●経営理念 

●社是 

●経営ビジョン 

1
●技術シーズの充実と、お客様ニーズを先取
りした創造的な研究開発ならびに開発・生準
リードタイムの短縮 

●事業領域や技術分野での選択と集中による
コア技術の強化（CAE、材料、金型、LED
チップ、リユース・リサイクル等） 

●パートナーとの協業、戦略分野でのアライア
ンス（提携）による事業領域の拡大 

3
●４極の地域特性に応じた、開発、設計、生産、
販売機能の現地化推進 

●グループ会社間での、生産と人的資源の
相互補完によるグローバル供給体制の確立 

●成長市場（地域）へのタイムリーな進出・
拡充による新たな商権の確保 

高付加価値商品の開発と提供  世界最適供給体制の整備と充実 

2
●自働化の推進による自工程完結型の品質保証 

●ジャストインタイムの実践による生産リードタイムの短縮 

●革新的な生産技術開発・工法を取り入れた無駄のない 
　生産工程づくり 

●地球環境・働く人に優しい安全でクリーンなモノづくりの追求 

基本にこだわるモノづくりの徹底と進化  

TG 2010 VISION
Back to the Basics, Build for the Future

めざす企業像 
魅力ある商品の提供を通じ 
お客様に感動を与える 

グローバルシステムサプライヤー 

シ ス テ ム で 考 え る 

ワー ルドワイドに 展 開  

一 貫 し た 品 質 管 理  

環 境 保 全  

限りない創造　社会への奉仕 
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06

ENVIRONMENTAL & SOCIAL REPORT

第
３
次
環
境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
の
活
動
結
果
 

1. 環境マネジメント 

行動指針 
項目「」は取り組み方針 主な内容 

具体的な活動結果 
達成度／ 
自己評価 

実施事項 

（
1
）環
境
保
護
に
資
す
る
車
両
搭
載
製
品
の
積
極
的
な
提
案
と
開
発 

 

（
2
）環
境
保
護
に
関
す
る
社
会
動
向
へ
の
対
応 

１. 
高分子製品の
専門メーカー
として、環境対
応技術・製品の
積極的な開発
と提案 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

２００５年度は「第３次環境取り組みプラン（２００１～２００５年度）」の最終年度であり、国内のみならず海外を含む豊田合成グルー

プ各社が連携を図りながら、目標達成に向け、環境保全活動を着実に実践してきました。その結果、「第３次環境取り組みプラン」

の全項目で目標を達成することができました。 

当社では、「持続的発展が可能な社会形成」をめざし、国内のみならず海外を含む豊田合成グループ各社において、環境マネジ

メント体制を整備し、より高い目標を掲げ、環境に配慮した取り組みを継続的かつ着実に実践しています。 

※1　ガソリンベーパー： ガソリンから揮発した蒸気 
※2　ORVR： On Board Refueling Vapor Recovery（車両側の給油時蒸発ガス回収装置） 
※3　EV（電気自動車）、HEV（ハイブリッド車）、FCEV（燃料電池車）、CNG車（天然ガス車） 
※4　ELV：End of Life Vehicle（使用済車両） 
 

③クリーンエネルギー
車への対応 

「脱ガソリン燃料に対
応した新規部品の開発」 

１）削減対象物質の計画的削減 
●削減対象物質の設定と見直し 
●対象物質毎の計画に基づい 
た削減の推進 

●VOC※5の削減も併せて計画 
的に推進（トルエン・キシレン） 

●鉛化合物：加硫接着剤（'０２年１２月）、PVC安定剤・滑剤 
（'０３年３月）、カチオン電着塗料（'０４年６月）全廃 
●六価クロム：該当部品の代替技術開発と順次代替化 
●PVC適用２０品目の代替材開発：新型車の新設部品毎に切替 
●エステル系可塑剤（DOP、DBP等）低減（'９８年比▲７５%) 
●トルエン・キシレン：材料代替化（洗浄用、希釈、主剤用の順）、 
排出量抑制を推進'０４年度で'０５年目標達成（'００年度比▲６０%） 

１）軽量化素材の積極採用 
 

２）生産工法の開発、適用拡大 

 

３）相手・関連部品を含めた 
総合軽量化設計 
 

４）CAE活用によるコンパクト 
設計、スリム化設計 

●低比重材への置換 
（ドアガラスランの微発泡ゴム適用） 

●金属、ゴムの樹脂化 
（TPOガラスラン、樹脂製ウオーターパイプ等の開発） 

●鉄→アルミニウム、マグネシウム化 
（ステアリングホイール芯金の開発　他） 

ゴム微発泡成形 
（オープニングトリムの軽量化） 

インレットパイプAssy、樹脂タンクモジュールの開発 

樹脂製CVJブーツの開発 

PETボトルを利用したエンジンカバーの開発 
 
生分解性プラスチック（技術開発展開中） 

１）廃棄資源の有効活用 

２）天然素材の活用 

ストライプタイプ無反射ダクト、不織布フェンダー 
ライナー、リサイクルTPOアンダーカバーの開発 

燃費向上との両立を図った 
騒音低減製品・技術の開発 

●解体可能部品のリサイクル技術実証 
（ドアウェザーストリップ、ドアガラスラン、インパネ、ホイール 
キャップ等） 

●新規リサイクル技術開発（用途開発） 
３層インパネ表皮端材（３層表皮）、エアバッグ基布端材（エン 
ジンカバー、ナイロンパイル、フェンダーライナー等）、フッ素 
ゴム加硫端材（成型機パッキン） 

２）ELV部品のマテリアル 
リサイクル技術開発 

１）リサイクル設計、製品開発 

●リサイクル容易な素材・製品構成の設計 
（TPOガラスラン、TPOエアクリーナーホース、TPOアンダー 
カバー、TPOサスペンションカバー、ウェザーストリップの金属 
インサートレス化等の開発） 

●解体容易な製品設計 
（スナップフィットアシストグリップの開発　他） 
 

●ハイブリッド自動車用絶縁プレートの開発 
●CNGタンクの開発 

低燃料透過樹脂ホース、樹脂製インレットパイプAssy、 
燃料低透過フューエルキャップ等の開発 

ORVR対応アウトレットバルブの開発 

１）エバポ規制対応製品開発 

２）ORVR※2規制対応製品開発 

EV、HEV、FCEV、CNG車※3 
関連の製品開発 

②ガソリンベーパー※1 
の排出低減 

「規制に的確に対応し
た製品・技術の開発」 

①燃費の向上 

「燃費向上に対応した
軽量化部品・アッセン
ブリーの開発」 

④部品リサイクル性の
向上 

「ELV※4部品リサイ
クル性向上のための
技術開発」 

⑤車の騒音低減 

「車の騒音低減に寄与
する製品・技術の開発」 

①環境に優しい、負荷の
少ない製品、技術開発 

②環境負荷物質の管理・
低減 

「環境負荷物質の計
画的削減」 

「製品含有物質管理
の定着化・拡充」 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

第3次環境取り組みプラン（２００１～２００５年度）の活動結果 
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第
３
次
環
境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
の
活
動
結
果
 

1. 環境マネジメント 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

※5　VOC： Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物） 
※6　IMDS： International Material Data System 
※7　PRTR： Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度） 
 

行動指針 
項目「」は取り組み方針 主な内容 

具体的な活動結果 
達成度／ 
自己評価 

実施事項 

２）「製品含有環境負荷物質管理
システム」による立ち上がり
車両用部品に対する含有量
管理 

●「製品含有環境負荷物質管理システム」の構築と管理 
●新型車受注予定部品に対するIMDS※6入力開始 
（'０３年１０月～） 
●環境負荷物質規制４物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク

ロム）非含有エビデンス取り組み強化 

２. 
排出物を出さ
ない生産活動
の追求 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

①地球温暖化防止対策の推進 

「CO2低減対策の積極的な
推進」 

CO2総排出量の低減 
'０５年度末までに'９０年度比５
%低減 

総排出量'９０年度比▲５%

②環境負荷物質の管理・低減 

「PRTR※7対象物質の自主
的な低減」 

③廃棄物低減と省資源 

「ゼロエミッションをめざし
た廃棄物低減、省資源活動
の推進」 

１）全事業所埋立廃棄物： 
'０３年度末までに「ゼロ」 
（'９８年度比９９%減） 
●種類毎にモデル化し先行、
その成果を全社展開 

④物流合理化の推進 

「CO2排出量低減、梱包資
材の低減に向けた物流合理
化の積極的推進」 
 

１）CO2総排出量の低減 
'０５年度末までに総排出量'９７
年度比１５%低減 
●積載・充填率向上、最適輸送 
ルート等輸送効率の向上 

●アイドリングストップ 
教育訓練等 
省エネ運転他の推進 

２）梱包包装材の使用量低減 
'０５年度末まで'００年度比２０%
低減 
●梱包包装材のリターナブル 
化とスリム化 

１）エネルギー使用絶対量低減 
技術確立と適用拡大 

２）低コスト、クリーンエネルギー 
への置換 

３）「エネルギー使用事前検討 
制度」の導入と拡充 

４）材料、工法面からの少エネ工 
程づくり、エネルギー生産性 
向上 

負荷追従制御導入（コンプレッサー）、高効率機器採用（照
明、空調）、エアーロス削減（エアーブローの低流量化、
漏れ対策、配管系統見直し） 

●ガスコージェネ導入拡大（尾西、平和町、春日、稲沢各工場） 
●ガス化拡大（ボイラーのガス化、加硫・硬化炉のガス化） 

エネルギー使用事前検討制度を見直し、新設設備につい

ては従来比エネルギー費原単位▲３０％を達成 

高温短時間加硫、２本取り押出技術等少エネ工程づくり、

エネルギー生産性向上推進 

●埋立廃棄物：'０２年度末「ゼロ」達成→「ゼロ」維持 

●焼却廃棄物：'９８年度比▲９８％ 
→分別強化し資源の有効活用促進 
マテリアルリサイクル化 
サーマルリサイクル化 

・セメント原料化 
・廃プラスチックの固形燃料化 
・ウエス等の固形燃料化　他 

● ISO１４００１を軸に歩留まり向上、不良低減対策を実施 
●ゴム押出製品の一般断面共有化、ウェザーストリップの 
　コーナー成形レス　等技術開発 
 
●脱硫再生技術の適用拡大 
●エアバッグ基布端材リサイクル技術開発 
●フッ素ゴム加硫物のリサイクル技術開発 
●ポストPVC材の開発 

総排出量'９８年度比▲５６%

原材料・副資材等の環境影響事前検討制度の再構築と化 
学物質成分をデータベース化し化学物質の使用量・排出 
量・移動量を把握管理 

洗浄剤、塗料、主剤・硬化剤の溶剤変更、水性化等 

活性炭吸着による簡易溶剤回収装置の開発等 

PRTR対象物質の低減 
'０５年度末までに総排出量'９８年 
度比５０%低減 
 

１）「化学物質管理制度」を充実、 
見直し 
 

２）物質毎代替化技術開発と 
適用拡大 

３）後処理技術確立と実用化等 

２）発生源対策 
工程・製品毎に、廃材低減 
目標を設定し展開 

３）リサイクル技術開発、 
リサイクル難材の代替材開発 
と適用拡大 

'０２年度にて目標を達成 
チャレンジ目標を設定し活動（'９７年度比▲１７%） 
●路線の統廃合、モーダルシフトを展開 
●中継物流の拡大との兼ね合いによる 
納入距離の短縮 

●現地生産現地納入 
（岩手工場、北九州工場の開設） 

'０２年度にて目標を達成 
チャレンジ目標を設定し活動（'００年度比▲６０%） 
●包装材のリサイクル、軽量品への統一化 
●リターナブル化活動 

次ページへ続く 
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第
３
次
環
境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
の
活
動
結
果
 

1. 環境マネジメント 

行動指針 
項目「」は取り組み方針 主な内容 

具体的な活動結果 
達成度／ 
自己評価 

実施事項 

（
１
）連
携
支
援
活
動
の
充
実 

国内 
「ISO１４００１認証取得活
動推進、グリーン調達の
推進」 

１）'０３年度末までに環境連結対 
象の関係会社 
ISO１４００１認証取得 
●環境マネジメントシステム 
の整備の促進支援 

連結対象会社（８社）すべてISO１４００１認証取得済 
（～'０３年１０月） 
●当社と同じ取り組み項目で低減目標を設定し環境負荷
低減活動推進中（連結活動） 

１. 地球温暖化防止（CO2低減） 
２. 埋立・焼却廃棄物低減 
３. PRTR対象物質低減 
４. 物流合理化（CO2、梱包材低減） ３. 

関係会社、海外
拠点、仕入先を
含めたTGグル
ープとしての
協調、連携した
活動展開 

○ 

○ 

○ 

①循環型社会づくりへの参画 

「ELV部品リサイクル技術・
用途開発」 

１）自動車工業会、部品工業会 
WG等への積極的参画 

２）カーメーカーと連携を持った 
活動推進 

４. 
社会の一員と
して、社会的な
取り組みへの
参画と社員一
人ひとりの社
会貢献活動へ
の参画、支援
の実施 

○ 

○ 

○ 
①広報活動、情報開示の推進 

「環境コミュニケーション 
活動の充実」 

１）環境報告書の充実と継続発行 
（'００年１２月第１回報告、以降継続） 

２）インターネットホームページ 
を活用した環境情報提供の
充実 

●環境・社会報告書（環境報告書を改称）を１回/年発行、 
配布（ホームページ上でも公開） 

●英語版環境報告書をホームページ上で公開 
●小学生・小学校教諭の工場見学会実施 
●マスコミ・アナリスト向け工場見学会実施 

５. 
地域・社会や
TGグループに
向けて積極的
な環境情報の
発信 

②社会貢献活動への参画、 
支援 

「各種地域活動や環境団体
への参画・支援」 

２）支援：「自然保護基金運営協 
議会」等 

１）参画・支援：環境に関する各種 
ボランティア活動 

支援 
●「自然保護基金運営協議会」　 
●1%クラブへの加入 
●各種地域活動や団体への寄付等 

各種ボランティア活動の参画、支援 
●交通安全キャンペーン（愛のバレンタイン作戦、 
街頭立哨等） 

●事業所周辺清掃（２～４回/年）　 
●ゴミゼロフェアいなざわへの参画等 

③全社員への教育、啓発活動 

「環境教育の充実、推進」 

１）全社員を対象とした教育活動 
の充実、継続 
● ISO１４００１システムの中で 
の教育活動 

●技術者教育「環境技術」の 
　定期的実施 

２）社内報の環境特集充実によ 
る全社員への啓発実施 

全社員啓発のための社内報による環境関連記事の 
掲載（環境月間、省エネ月間）、点検活動を実施 

環境教育体系の構築と推進展開 
●階層別、内部環境監査員向け、新任管理者向け、 
技術者向け環境教育の実施 

海外 
「ISO１４００１認証取得活
動推進」 

'０３年度末までに主要拠点（８社）
でISO１４００１認証取得 
●環境マネジメントシステム整備
の促進支援 

●主要拠点（８社）ISO１４００１認証取得済（'０３年度末） 
● ISO１４００１認証取得対象を拡大し、管理活動強化 
→２０社でISO１４００１認証取得済（'０５年度末） 

●ガイドラインに基づき環境負荷低減活動推進中（項目、
目標は自主設定） 

２）事務用品、パソコン、 
OA機器のグリーン購入等 

 

●仕入先に対しグリーン調達ガイドラインを策定、展開 
（'０２年３月）、改正（'０５年２月）し環境管理活動強化 
●臨時購入品購買システムで事務用品等の 
グリーン購入を推奨 
 

部品工業会、リサイクル部会でリサイクル指針、 
事例集、啓蒙活動への参画 

ELV回収部品リサイクルの技術実証検討実施 
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第
４
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環
境
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み
プ
ラ
ン
 

1. 環境マネジメント 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

環境に配慮した事業活動の推進 

開発・生産・販売の事業活動から廃棄までのすべて

の段階で、環境と深く関連していることを認識し、社

内全部門はもとより、国内外連結会社、仕入先を含

めたTGグループとして、顧客・行政などとも協力・連

携し、環境に配慮した事業活動を行う。 

 

企業市民としての取り組み 

良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組

むとともに、各団体の環境活動への参加、支援・協力

を行う。また、社員一人ひとりが地域・社会の一員と

して環境活動に取り組むための啓蒙・啓発を行うと

ともに、社会貢献・ボランティア活動を支援する。 

 

こうした取り組み活動の情報を広く発信するとともに、

各層からの意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。 

より高い 
目標への挑戦 

創業 
環境へ配慮した 
モノづくり 

１９９３年 
第１次 環境取り組みプラン 

策定 

１９９６年 
第２次 環境取り組みプラン 

策定 

２０００年 
第３次 環境取り組みプラン 

策定 

１９９１年 
ナイスリー委員会 

設置 
国内主要工場ISO１４００１取得 

環境会計 

環境教育強化 

廃棄物量７５％減（'９１年度比） 

塩素系溶剤全廃 

遵法管理 

環境管理体制強化 

廃棄物量５０%減（'９１年度比） 

代替フロン・トリクロロエタン全廃 

人と地球にナイスリー

特定フロン全廃 

1

2

3

２００５年 
第４次 環境取り組みプラン 

策定 

CO2総排出量'９０年度比５％低減 

マテリアルリサイクルの拡大 

埋立廃棄物「ゼロ」 

豊田合成グループISO１４００１取得 

CO2排出量原単位'０３年度比８％低減（連結） 

排出物量原単位'０３年度比５％低減（連結） 

埋立廃棄物「ゼロ」継続・焼却廃棄物「ゼロ」 

VOC・PRTR対象物質排出量削減 

第4次環境取り組みプランの策定 

当社は、ゴム・樹脂などの高分子材料を扱うモノづくりの専門メーカーとして“環境への対応なくして、企業の将来はない”という

認識のもと、環境問題への対応を経営の最重要課題ととらえ、社会から信頼される企業行動の実践と、クリーンで安全な商品の

提供を使命とした取り組み姿勢を経営理念で示しております。 

さらに、具体的な行動として「環境取り組みプラン」を従来から公表し、環境保全活動を積極的に進めております。こうした活動を

通じ、生産活動での環境負荷低減だけでなく、環境に配慮した新しい製品・技術を生み出すことで、広く社会にも貢献してきました。 

環境取り組みプランは、1993年6月に第1次を、1996年6月に第2次、2000年12月に第3次プランを策定し、現行の第3次プランは全

項目で目標を達成することができました。 

21世紀は『環境の時代』ともいわれ、「持続的発展が可能な社会形成」をめざし、地球環境との調和、循環型社会の実現に向け

た対応がますます重要になってきている状況を踏まえ、今回、豊田合成グループとしてより高い目標を掲げた「第4次環境取り組み

プラン（2006～2010年度）」へ、全面的に改定いたしました。 

今後は、さらなる環境に配慮した新しい製品・技術開発や排出物を出さない生産活動の追求など、豊田合成グループをあげて、

この「取り組みプラン」に基づき、活動を推進してまいります。 

■  環境基本方針 
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1. 環境マネジメント 

自動車の燃費向上に寄与する車両搭載製品の積極的な提案と開発 

生産、物流活動におけるＣＯ2低減対策の積極的な推進 

自動車部品リサクル性向上のためのリサイクル技術開発とリサイクル設計の一層の推進、展開 

循環型社会に向けた資源有効利用の一層の推進 

環境負荷物質の管理、低減活動の一層の推進 

ＶＯＣ、ＰＲＴＲ対象物質の排出量低減の推進 

国内外連結会社、仕入先と連携・強調した環境マネジメントの一層の推進 

 

１． エネルギー／温暖化防止 

 

２． 資源循環 

 

３． 環境負荷物質 

 

４． 環境経営 

※SOC:Substance of Concern（環境負荷物質） 

環境委員会、各分科会から工場等への展開は、各工場ISO１４００１システム等に従い
専門委員会を設置し対応しています 

委
員
長:

取
締
役
社
長 

環
境
委
員
会 

 

製品・技術環境分科会 
〔環境配慮の製品・技術開発の推進管理〕 

SOC※規制対応・品質システム分科会 
〔SOC規制対応と品質管理システム整備〕 

海外関係会社環境連絡会 
〔海外関係会社の連結環境管理と指導・支援〕 

国内関係会社環境連絡会 
〔国内関係会社、主要仕入先の環境連結管理と指導・支援〕 

■環境組織体制図 

生産環境分科会 
〔生産工程から排出物を出さない施策、技術開発の推進管理〕 

製
品
分
野 

品
質
分
野 

生
産
分
野 

取り組みのポイント テーマ  

豊田合成では、より円滑かつ厳重なチェック推進のために、

右図のような環境組織体制をとっております。まず、社長を

委員長とする「環境委員会」が、豊田合成グループとしての

環境に関する方針決定と展開状況の監査および重要事項の

審議・決定を行います。環境委員会の下に、製品分野では「製

品・技術環境分科会」が、生産分野では「生産環境分科会」が、

品質分野では「SOC規制対応・品質システム分科会」がそ

れぞれ設置され、分科会の下部組織である各連絡会やW/G

（ワーキンググループ）と連携を図りながら、専門的な視点

から環境保全活動を進めています。 

これにより、経営と事業現場の情報共有がよりスムーズに行

われるようになり、総合的な環境マネジメントがより推進さ

れます。 

開発・設計 

生産・物流 

開発・設計 

生産・物流 

開発・設計 

生産・物流 

マネジメント 

社会との連携 

 

 

■  環境推進組織 

■  テーマと取り組みのポイント 

社会の一員として、社会的な取り組み及び社会貢献活動への参画、支援実施と 

積極的な環境情報の発信 
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1. 環境マネジメント 

排出物　　 
連結 

　　　　　　単独 

廃棄物（単独） 
 

梱包資材（単独） 

 

生産 

 

 

物流
※ 

●  軽量化のための製品・技術開発 
● 低消費電力化のための製品・技術開発 
● 空力性能向上のための製品・技術開発 

①トップクラスの燃費性能に 

貢献する製品・技術開発の推進 

②クリーンエネルギー車への搭載部品の 

開発推進と効果的な導入、普及推進 

③エネルギー・燃料多様化に向けた技術開発 

④生産・物流活動におけるＣＯ2低減 

⑤リサイクル技術の開発推進 

⑥リサイクル設計の一層の推進と展開 

⑦循環型社会に向けた 

資源有効利用の一層の推進 

開発・設計 

エネルギー／ 

温暖化防止 

資源循環 

生産・物流 

生産・物流 

開発・設計 

● 燃料電池車対応の製品・技術開発 

● 車対応の製品・技術開発 
- ＣＮＧタンク 

● 新燃料油対応材料 

 
● 生産 
- 生産技術の革新等、画期的な生産性向上による 

ＣＯ2低減の推進 

- 新エネルギー利用技術の開発と導入検討 

● 物流 
- 輸送改善によるＣＯ2低減活動の実施 

 

●  リサイクル設計の一層の推進と製品への展開 
- バイオプラスチック等の技術開発と製品適用拡大 

- リサイクル容易な素材・製品構成設計の適用拡大 

● 生産 
- 歩留まり向上等の発生源対策による排出物量低減 

- 社内マテリアルリサイクル化の促進 

- 埋立廃棄物「ゼロ」維持 

- 難処理焼却廃棄物の削減 

● 物流 
- 梱包材の使用削減 

- 梱包材のリユース率向上 

● ＥＬＶ※部品のリサイクル向上に向けた技術開発 
- 難リサイクル製品のリサイクル技術開発の一層の取り組み 

- リサイクル材料の用途開発（自動車、非自動車） 

- 解体容易な製品設計 

※End of Life Vehicle（使用済車両） 

＜２０１０年度目標＞ 

項   目 目   標 

※範囲： 納入物流、工程内物流、調達物流 

＜２０１０年度目標＞ 

※範囲： 納入物流、工程内物流、調達物流 

売上高当り排出量 

排出量 

売上高当り排出量 

排出量 

売上高当り排出量 

売上高当り排出物量 

売上高当り排出物量 

埋立廃棄物量 

焼却廃棄物量 

使用量 

売上高当り使用量 

'０３年度比５％減 

'０３年度比５％減 

「ゼロ」継続 

「ゼロ」 

'０３年度比１０％減 

'０３年度比１５％減 

'０３年度比８％減 

'０３年度比１０％減（'９０年度比５％減相当） 

'０３年度比１５％減（'９０年度比３０％減相当） 

'０３年度比１０％減 

'０３年度比１０％減 

項   目 

物流※（単独） 

目   標 

生  

産 単 

独 

 

連  

結 

テーマ  
項　目 具体的な実施事項・目標 

実施事項  

第4次環境取り組みプラン（２００６～２０１０年度） 

次ページへ続く 
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第
４
次
環
境
取
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組
み
プ
ラ
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⑧環境負荷物質の管理 

低減活動の一層の推進 

⑨ＰＲＴＲ※対象物質の排出量低減 

※Pollutant Release and Transfer Register 
　（環境汚染物質排出・移動登録制度） 

⑩ＶＯＣ※排出量の低減 

※Volatile Organic Compounds 
　（揮発性有機化合物） 

⑪グローバルな事業活動における 

一層のＣＯ2低減 

⑯Eco-VASの本格運用と定着化により、 

ライフサイクル環境負荷の着実な低減 

⑫連結環境マネジメント強化 

⑬ビジネスパートナーにおける 

環境マネジメントの一層の推進 

⑭環境教育の充実 

⑮環境改善に寄与する新規事業の推進 

⑰循環型社会構築への寄与貢献 

開発・設計・ 

量産 

環境負荷物質 

生産・物流 

マネジメント 

社会との連携 

● 塗装工程を中心としたＰＲＴＲ対象物質の排出量低減 

＜２０１０年度目標＞ 

排出量：２０００年度比５５％減（単独） 

● 塗装工程における洗浄シンナーの一層の使用量低減 

＜２０１０年度目標＞ 

排出量原単位：２０００年度比５０％減（単独） 

● グローバルなＣＯ2削減の中長期シナリオの 

策定と確実な推進 

⑱環境情報開示と 

双方コミュニケーションの充実 

● 環境報告書の充実 
● 地域社会とのリスクコミュニケーションの実施 

⑲持続可能な発展を踏まえた 

環境政策への積極的な貢献と提言 

● 生産事業体 
- 企画段階から環境対策を確実に織り込む 

エコファクトリー活動のグローバルな展開 

 

●  仕入先と連携した活動の一層の充実 
- 当社へ納入される部品、原材料、生産設備等に含まれる 

環境負荷物質の管理充実 

- 仕入先における自主的な環境パフォーマンス向上活動の要請 

● 従業員の環境意識向上に加え、実務改善に資する 

環境教育の継続的実施 

- 連結事業体を含むグローバルな環境教育の充実 

● 循環型社会構築・生物多様性保全に資する社会貢献活動 
- LED照明の普及を推進する「LED照明推進協議会」への 

参画による、省エネ型社会実現の支援 

- NPO法人「トヨタ白川郷自然学校」への支援 

- 「日本経団連自然保護協議会」への支援 

● 地域貢献活動 
- 地元小学生を対象とした環境教育プログラム 

（ＬＥＤの特徴の啓蒙など）の企画・実施 

- 地元自治体のゴミゼロ活動への参画 

● 車載・民生照明関係ＬＥＤ事業の拡大 

● Eco-VAS※の定着化 

※Eco-Vehicle Assessment System 
　（トヨタ「新環境評価システム」） 

テーマ  
項　目 具体的な実施事項・目標 

実施事項  

環境負荷物質規制4物質（鉛、水銀、カドミウム、

六価クロム）のグローバルな全廃 

● 環境負荷物質規制４物質の全廃（'０７年完）※ 
※適用除外部品あり 

● 環境負荷物質規制管理の海外拠点への展開 
● 車室内ＶＯＣ低減 

● 外郭団体等の環境政策への貢献と意見の提言 

環境経営 
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1. 環境マネジメント 

審査機関  

春日工場 

稲沢工場 

尾西工場 

平和町工場 

西溝口工場 

森町工場 

 

財団法人 

日本品質保証機構 

（JQA)

取得時期  

定期審査 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

登録審査 

定期審査 

 

'０５年度 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

更新審査（３回目） 

定期審査 

定期審査 

 

'０６年度予定 主力工場名  

'９９年度 

'９９年度 

'９８年度 

'９７年度 

'０５年度 

'９８年度 

 

 

ISO１４００１は、企業活動と環境との調和を考える上で、重要なシステムです。 

当社では豊田合成グループ全体で、このISO１４００１による環境マネジメント

システムの整備、充実を図っています。特にISO１４００１改正（２００４年度版）

に合わせて、より会社の活動とリンクさせるため、会社本来の業務を環境面

から評価して活動につなげるシステムに改良しました。 

■    国内主力工場取得状況 

■    国内外関係会社の取得状況 

国内関係会社 
 

海外関係会社 
 

●取得済みの関係会社 

●豊田合成九州株式会社　●一榮工業株式会社　●日乃出ゴム工業株式会社　●豊信合成株式会社　 

●東郷樹脂株式会社　　　●海洋ゴム株式会社　●株式会社中勢ゴム　　　　●塩田化成株式会社 

●ティージーオプシード株式会社（２００６年度から環境連結） 

ISO１４００１ 

継続的改善 

スパイ
ラルア

ップ 

Plan 
環境方針／企画 

Do 
実施と運用 

Check 
チェックと是正活動 

Action 
経営層による見直し 

　〔U.K.〕 
●Toyoda Gosei Fluid 
　Systems UK Ltd. 
 

　〔Thailand〕 
●Toyoda Gosei (Thailand) Co.,Ltd. 

●Toyoda Gosei Rubber (Thailand) 
　Co.,Ltd. 
 

　〔Canada〕 
●TG Minto Corporation 

●Waterville TG Inc. 

 

　〔Australia〕 
●Bridgestone TG Australia Pty. Ltd. 
 

 

 
 

 

　〔Czech Republic〕 
●Toyoda Gosei Czech,s.r.o. 
 

〔USA〕 
 

　〔Taiwan〕 
●Fong Yue Co.,Ltd. 

●Tai-yue Rubber Industrial Co.,Ltd.

　〔India〕 
●TG Kirloskar Automotive Private. Ltd. 

●Metzeler Automotive Profiles India Private. Ltd.

　〔China〕 
●Fuzhou Fu-Yue Rubber & Plastic Industrial Co., Ltd. 

●Tianjin Toyoda Gosei Co., Ltd. 

●Tianjin Star Light Rubber and Plastic Co., Ltd. 

 

 

 

●TG Fluid Systems USA  
　Corporation 

●Daicel Safety Systems  
　America, LLC 

●TG Kentucky, LLC 

●TG Automotive Sealing  
　Kentucky, LLC 

●TG Missouri Corporation 

●Fuel Total Systems   
　California Corporation 

●TG California Automotive  
　Sealing, Inc. 
 

I SO14001
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1. 環境マネジメント 

環境マネジメントシステムの継続的な改善の実施状況を確認するため、当社では、「内部環境監査」と「外部環境審査」を実施し

ています。環境に関する取り組みが「環境マニュアル」や規定類通りに適切に運用されているかを厳重にチェックするためのもの

です。特に「内部環境監査」は、当社独自の監査システムで、第三者的な視点に立った厳しい監査を行っているのが特徴です。 

企業の環境への取り組みを推進するには、社員一人ひとりの意識の高さと行動が必要であると考えます。そのため当社では、社

員の職務内容と役割に応じた「ISO１４００１を軸とした各階層別教育」をはじめとした各種環境教育を実施し、社員一人ひとりが

日常的に“環境意識”をもって仕事に取り組むように、教育の徹底を図っています。また、各種啓発・啓蒙活動を行うなど、環境に

対する意識と活動の充実に努めています。 

監査の独立性を確保するため、当社では年1回の「内部環境

監査」を監査対象工場以外の監査員からの選抜メンバーに

より構成、実施しています。この方法により、監査の信頼性が

高まると同時に、対象工場と監査員が所属する工場の双方

のレベルアップが図られる

という効果もあります。また、

国内関係会社の内部環境

監査にも参画し、グループ

として継続的改善にも努め

ています。 
外部環境審査（森町工場） 

■    内部環境監査 ■    外部環境審査 
毎年、環境マネジメントシステムに関して、ISO１４００１（２００４

年改正版）に従った適切な運営が行われているかを確認し

てもらうため、社外の審査登録機関である（財）日本品質保

証機構（JQA）に審査を依頼しています。２００５年度は、審査

を受けた当社全工場で、特

に指摘はありませんでした。 

国内関係会社の内部環境監査 
（日乃出ゴム工業㈱） 

管理･監督者をはじめ環境スタッフ、環境重要設備に関わる

従業員、さらには一般従業員にいたるまで環境知識と技術

の修得を図るとともに、年数回の緊急訓練も並行して行って

います。 

■    ISO１４００１を軸とした各階層別教育 

■    新入社員環境教育 

一般従業員を指導する立場で「何を指導すべきか」を重点

に教育を行っています。これにより部下の活動を指導する際、

常に環境に対する視点をもち、より確実な環境管理活動を

実践できます。 

■    新任監督者教育 

海外拠点においても豊田合成と共通の環境意識をもち、豊

田合成グループとして、グローバルな環境管理活動の充実

を図るため、海外赴任者を対象に、典型７公害等の環境問題、

生産活動に伴う環境への影響、環境法令の順守を重点に、環

境教育を実施しています。 

■    海外赴任者環境教育 
新入社員が入社当初から環

境への意識をもった仕事が

できるように、環境の基礎

知識と環境に関する会社の

しくみを修得するための教

育を実施しています。 

環境教育  

環境監査  
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1. 環境マネジメント 

環境会計  

環境会計は、環境保全に要した環境コスト（投資や費用）に対し、どれくらいの効果（経済効果と物量効果）があったかを示すツ

ールです。環境コストと効果を把握・分析することで今後の経営に活かすとともに、株主などのステークホルダーの皆さまに環境の

視点から情報を開示することを目的としています。２００２年度より、国内関係会社での集計を行い、内容の充実に努めています。 

（年度） 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

（億円） 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

３０ 

３５ 

４０ 
７.１ 

１.６ 

２５ 

（年度） 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

（億円） 

０ 

５.０ 

８.０ 

７.０ 

６.０ 

４.０ 

３.０ 

２.０ 

１.０ 

■環境コスト ■効 果 

※１　環境負荷低減に資する製品の研究開発に要したコスト 
※２　公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要したコスト 
※３　教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要したコスト 
※４　緑化、美化など社会的取り組みに関するコスト 
※５　企業等の事業活動が環境に与える損傷に対応して生じたコスト 

豊田合成  国内関係会社８社合計 コスト分類  

（単位： 億円） 

２.１ 

２１.８ 

１.３ 

０.１ 

２.６ 

２７.９ 

 

 

 

 

合　　計  

１. 

２. 

３. 

４. 

５.

※1 

※2 

※3 

※4 

※5

ー 

６.５ 

０.４ 

０.１ 

０.１ 

７.１ 

研 究 開 発コスト  

事業エリア内コスト 

管 理 活 動コスト  

社 会 活 動コスト  

環境損傷対応コスト 

豊田合成  国内関係会社８社合計 
項　　目 

（単位： 億円） 

１.３ 

４.８ 

６.１ 

 

 

合　　計  

１. 

２.

１.０ 

０.６ 

１.６ 

エ ネ ル ギ ー 費 用  

廃 棄 物 処 理 費 用  

※６　効果の算出は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です 
※７　物量効果は、豊田合成単独分のみで算出 

物量効果※7

経済効果※6

項　　目 

８,７３８t-CO２ 

２,４５７t 

P３８からの環境データ参照 

１. 

２. 

３.

温暖化防止（CO２削減量）  

廃棄物低減（廃棄物削減量） 

遵法活動 

'９９ '００ '０１ '０２ '０３ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０４ 

当社の２００５年度の環境コストは、環境省のガイドライン（２００５年版）を参考に集計した結果、当社２７.９億円、国内関係会社７.１億円と

なり、対する効果（単年度）は、当社６.１億円、国内関係会社１.６億円となりました。内訳を見ると、コージェネ導入等による環境コスト

（事業エリア内コスト）に対し、エネルギー費用等を削減することができました。また、廃材の発生源対策、リサイクル等により廃棄物

処理費用を削減することができたほか、原材料等の資源の有効利用と製品コストの改善もできました。今後も効果に繋がる投資を

一層促進し、確実に成果に結びつけていきます。 

'０５ '０５ 

当社の内部環境監査員に対してもさらなるスパイラルアッ

プをめざし、教育を実施しています。内部環境監査員は日常、

環境管理の中心として活動していることが多いので、教育に

より内部環境監査員としてレベルアップするだけでなく、日

常の環境管理活動もより確実なものとなります。この活動は

社内だけでなく国内関係会社にも展開しています。 

■    内部環境監査員教育 

■    ２００５年度の集計結果 

■環境コストの推移 ■経済効果の推移 

豊田合成 国内関係会社８社合計 豊田合成 国内関係会社８社合計 

■    啓発活動 
環境月間や省エネ月間には、廃棄物置場の点検や省エネ点

検などを主体とした活動で、広く従業員や関係者に啓発を図

っています。また、法改正に

迅速かつ確実に対応する

ため、廃棄物処理法・浄化

槽法・省エネ法改正等の研

修会も社内だけでなく関係

会社も含め開催しています。 廃棄物研修会 

２７.９ 
６.１ 



16

ENVIRONMENTAL & SOCIAL REPORT

グ
リ
ー
ン
調
達
 

グリーン調達  

環境負荷の少ない原材料や資材

などの調達を環境保全活動の進

んだ企業から実施することが重要

と考え、２００４年に「グリーン調達

ガイドライン(第１版)」を策定し、

仕入先と協調・連携した活動を推

進してまいりました。さらに２００４

年には、環境法令順守強化やEU

指令、RoHs指令※などの社会の動向等を反映し、豊田合成

グループ全体から「環境問題を絶対発生させない」という意

志のもと、より実効のある「グリーン調達ガイドライン(第２版)」

に改正しました。また、仕入先約５００社を集め説明会を実施

しその内容の浸透を図ってきました。 

さらに、今年度は、環境マネジメントシステム構築が不十分

な仕入先の中から重点会社を選定し、環境勉強会を開催し、

仕入先とともに環境管理活動のレベルアップを図りました。

この活動は、今後も継続的に展開していきます。 

※電気・電子機器に対する特定有害物質の使用制限に関するEUの指令 

■グリーン調達ガイドライン第2版のポイント 

①環境マネジメントシステムの構築 

取引先におけるISO１４００１の取得または同レベルの環境マネジメ
ントシステムの構築 

● 

②環境負荷物質の管理 

TG独自リストなどをベースとした使用禁止物質、申告物質を提示 

構成材料・成分報告書〔部品用〕、化学物質成分報告書〔原材料・副
資材用〕による管理と改善 

● 

● 

仕入先説明会 

目標達成状況確認 目標値設定 

生産開始 設計・試作 車両企画 

目標達成状況チェック、評価結果フィードバック 

※１　LCA：資源採取から廃棄までの製品の一生の中で、製品が使用するエネルギー、資源と製品が排出する環境負

荷物質などを定量的に分析し、総合的な環境影響を評価する手法 

※２　インベントリーデータ：資源の消費量と環境負荷の数値 

※３　Eco-VAS（Eco-Vehicle Assessment System）：車両開発責任者による新しい車両環境評価システム 

【 「Eco-VAS」の実施フロー 】 
車両開発責任者が、企画段階で担当車両の「環境負荷低減目標値」を設定し、開発着手以降、生産開始

にいたる全開発プロセスを通じて、随時目標達成状況をフォロー 

当社は、ゴム・樹脂など高分子材料を扱うモノづくりの専門メーカーとして、環境保全とも深い関わりのあることを認識し、「人と地

球にナイスリー」を活動テーマに掲げています。環境保全への取り組みとしては、「エネルギー（CO2）低減活動」「環境負荷物質

低減活動」「ELVリサイクル活動」「廃棄物低減活動」を柱に、「物流の合理化」「グリーン調達」を加え豊田合成グループ全体

で取り組んでいます。さらに、環境負荷をトータル的にとらえ、最も効果的、効率的に低減していく観点から活動を見直していく必

要があり、LCA※1（ライフサイクルアセスメント）を導入して、２００５年度までにLCAを開発段階のツールとして定着化させるため、２０

０２年８月に「LCA推進W/G」を新設、インベントリーデータ※2の収集、LCA評価方法の標準化、事例解析等を実施しております。

また、トヨタ自動車㈱様の「Eco-VAS※3」に対応し、社内体制強化も含め開発部品のLCA評価に取り組んでいます。 

2.環境保全への取り組み 
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2. 環境保全への取り組み 

（CO２） 

エネルギー（CO2）低減活動 

■エネルギー低減活動の推移 

■CO2排出量の推移 

管理・体制 

エネルギー 
置換 

基準年 '００ '０５ 

'９０ '９６ '９７ '９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ '０６ 

C
O
2

排
出
量（
万
t
｜
C
O
2

） 

（年度） 
０ 

１４ 

１２ 

１０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

１６ 

２０ 

※CO2換算係数は、次の数値を使用。　 
　換算式：〔kg-CO2〕=〔kg-C〕×３.６７　電力：０.３８１７kg-CO2/kWh　 
　A重油：２.７㎏-CO2/L　LPG:３.００９４㎏-CO2/㎏　都市ガス：２.３５７６㎏-CO2/m3

※1「CO2低減」の取り組みレベル：豊田合成「'９０年度比５%減」 ※データは豊田合成と国内関係会社８社の合計 

エネルギー 
絶対量低減 

●８大エネルギーロス解析 

●第２次環境取り組みプラン 

●省エネ技術水平展開マトリクス 

●ISO１４００１認証取得 

●油圧ポンプサイクル内間欠 

●エアー手元バルブ設置 

●硬化炉排気極小化 ●オリフィス型スチームトラップ 

●射出成形工程の補機一括自動停止 
●高効率照明 
●コンプレッサー負荷追従制御 
●油圧ポンプ負荷追従制御 
●エアーブローの低流量化 
 

●ボイラー燃料の転換 
　（春日、稲沢、尾西工場） 
　（重油→都市ガス） 

●事務所・ビル照明・空調の 
　高効率機器への切替 

●森町工場熱風炉ガス化 

●技術センターコージェネ 
●尾西工場 
　コージェネ 

●稲沢工場 
　コージェネ 

●エアー漏れ対策 

●春日工場 
　コージェネ 

●課別原単位管理 

●第３次環境取り組みプラン ●第４次環境取り組みプラン 

●エアー送気圧低減 
●ヒーター自動入電 

●圧縮エアー 
　送気ロス対策 

●2次加硫炉ガス化 

●平和町工場 
　コージェネ 

●省エネ５原則 

●油圧ポンプ空転停止 

●ファン・ポンプのインバータ制御 

●温度制水弁 

●森町工場コージェネ 

'０１ '０２ '０３ 

■売上高当りCO2排出量の推移 

１１.６ 

２.８ 

１１.０ 

（年度） 

３.５ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 
 

'０４ 

※1

基準年 '００ '０１ '０２ '０３ '０４ 

売
上
高
当
り
C
O
2

排
出
量（
ｔ
―

CO2
／
億
円
） 

（年度） 
０ 

５５ 

５０ 

４５ 

４０ 

６０ 

５５.８ 

'０５ 

４０.６ 

目　標 

豊田合成：１１.０万t-CO2 
達　成 

 

圧縮エアー送気ロス低減 

２００５年度は圧縮エアー送気の
配管ロスをターゲットに低減活
動を行いました。圧縮エアーの
配管ラインの要所に計測器を設
置し、エアーロスの現状を定量
化し、対策を講じたものです。こ
の活動により、送気ロスを半減
することに成功しました。 

「第３次環境取り組みプラン」では、２００５年度末までにCO2

排出量を１９９０年度比５%減にすることを目標に活動を進め

てきました。その結果、２００５年度末をもって目標を達成、エ

ネルギー費原単位でも２０００年度比１１％減を達成しました。

２００５年度の具体的な活動としては、エネルギーの使用側に

関しては、圧縮エアーの送気ロス低減を図ると同時に、新設

設備のエネルギー費原単位を３０％低減する活動を推進しま

した。また、エネルギーの供給側対策としては、稲沢工場で

のガスコージェネを本格的に稼動させた他、春日、尾西、稲

沢の各工場のボイラーの燃料を重油からガスに切替えました。

森町工場のコージェネにおいても燃料の切替えについての

検討を開始しています。また、政府が地球温暖化防止対策の

一環として夏の軽装運動「クールビズ」を開始したことを受

け、当社においてもクールビズ活動を展開、事務所内の空調

温度を２８度設定にし、CO2低減を図りました。 

今後は「第４次環境取り組みプラン」の目標達成に向けて

CO2低減活動を加速させていきます。 
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2. 環境保全への取り組み 

ELVリサイクル活動 

■既販車対応の自動車部品リサイクル 

・ホイールキャップ 
・ドアガラスラン 
・ドアウェザーストリップ 

ELV部品 リサイクル適用先 

■ELVリサイクルに向けた技術開発 

取り組み事例 取り組み方策  重点項目 

● リサイクル容易な素材、構成変革 
● 解体容易な製品設計 

１． リサイクルしやすい製品設計 

２． 新規リサイクル技術開発 

３． リサイクル材の車両搭載 

４． 環境負荷物質の削減 

● 新規再生処理技術 
● 複合素材分離技術 

● リサイクル用途開発 
● ELV部品リサイクル技術 

● 順法対応、自主的削減 

金属インサートレス化、塗装レス化、オールオレフィ

ン化、ポストPVC材料・非塩素系ゴム材料、ワンタッ

チクリップ対応カーテンエアバッグ開発 

● 鉛化合物・PVC・六価クロム・環境ホルモン等の削減 
● 車室内VOC※低減内装製品等 
● トルエン・キシレン削減（水系塗料、接着剤等） 

EPDM再生ゴム化（連続押出脱硫方式）、３層インパ

ネ表皮リサイクル（ハイドロサイクロン他）、フッ素ゴ

ム加硫物リサイクル等 

エアバッグ基布端材のリサイクル（エンジンカバー、

ナイロンパイル、フェンダーライナー）、リサイクル

PET吸音材、リサイクルPETエンジンカバー等 

ELVリサイクル適用先目途付けの事例 

「ELVに関するEU指令」、国内「自動車リサイクル法」を考慮に入れ、ELV部品リサイクル技術実証と適
用先の目途付けを実施 

当社は、自動車部品の専門メーカーの社会的責務として、

「ELV※1に関するEU指令」をはじめ２００５年１月より完全

施行された国内の「自動車リサイクル法」等に的確に対応し、

リサイクル技術開発に積極的に取り組んでいます。 

当社のELVリサイクル活動は、車のライフサイクルを考え、

①開発段階における「リサイクル設計」、②生産段階におけ

る「工程内リサイクル」、③廃棄段階における「ELV部品リサ

イクル」の３つのアプローチから展開しています。また、確立

された工程内リサイクル技術がELV部品リサイクルへ反映

できることを念頭に取り組みを行っているのも特徴です。 

以上の考え方を基本におき、具体的には既販車と新型車に

区分し、①ASR※2の低減を目的に、車両リサイクル実効率

９５％（２０１５年）とする「ELVに関するEU指令」に対応した

樹脂・ゴム製品の開発、②環境負荷物質の使用削減をめざし、

環境負荷物質が安全基準以下になる車の開発に対応した樹

脂・ゴム製品の開発を重要課題としてとらえ推進しています。

特に、「ELVに関するEU指令」の車両認証要件（車両リサイ

クル可能率95％）を念頭に、新型車への搭載部品のリサイ

クル設計に力を入れています。 

※1 ELV：End of Life Vehicle（使用済車両） 

※2ASR：使用済自動車を粉砕処理し、鉄くず及び金属くずを選別した後に残

る残渣 
 

①ホイールキャップ（コア材） ②高炉還元剤 

①プラグホール ②グロメット　 ③弾性舗装 

①サンルーフドレインホース ②ゴムマット 

※VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物） 
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2. 環境保全への取り組み 

廃棄物低減活動 

排出物※量低減活動 

第４次取り組みプランでは、２００６年度から新たな指標と

して排出物量原単位を目標として定め、生産工程での

歩留まり向上、不良低減による対策を実施しています。 

〈２０１０年度目標〉 

売上高当たり排出物量：２００３年度比５％減 

※排出物：購入した原材料・副資材・部品等で製品にならないもの 

●EPDMゴム連続押出脱硫技術（再生ゴム化）開発 

●廃プラスチックの 
　固形燃料化 

●ポストPVC材開発 

●脱硫再生材利用拡大 

●多層表皮材分離リサイクル技術開発 

●ハロゲン系ゴム・樹脂の 
　再資源化 

●サイドモールリサイクル技術開発 
●エアバッグ基布端材リサイクル技術開発 
 ●2層ガラスアウターのリサイクル技術開発 

●バリ無し成形技術開発 
 ●ゲートレス成形技術開発 

●セメント原燃料として売却 
 
 

●汚泥を製鉄原材料として売却 

●弾性舗装、ゴム 
 ●マット原料として売却 

●ゴム押出製品の 
　一般断面共通化 

●排水処理 
●汚泥の低減 

■廃棄物低減活動の３つの柱と方策事例 

①発生源対策 
・工程内改善 
・技術、工法開発・実用化 

②マテリアルリサイクル 
・社内再使用・再利用 
・リサイクル容易な材料 
　技術開発、実用化 
・社外で原料として再生利用 

●フッ素ゴム加硫物のリサイクル技術開発 

●溶剤等の再生利用 

●薬品ポリ容器の再利用 

●TPO廃材リペレット化 

●ウエス等の固形燃料化 

基準年 

７０００ 

'００ '０１ '０２ '０３ 

埋
立
廃
棄
物
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

７０００ 

６０００ 

５０００ 

４０００ 

３０００ 

２０００ 

１０００ 

８０００ 

※基準年、’００年度は豊田合成単独のデータ ※「焼却廃棄物低減」の取り組みレベル： 
　豊田合成「'９８年度比１０分の１以下」 

※1　新目標１６０トン（'０４年度設定） 

※データは豊田合成単独 

焼
却
廃
棄
物
排
出
量
（
t
）
 

０ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

１６００ 

１８００ 

２０００ 

■埋立廃棄物量の推移 ■マテリアルリサイクル量の推移 ■焼却廃棄物量の推移 

基準年 '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ （年度） （年度） 

'９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ '０６ 

'０２ '０３ '０７ 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
量
（
t
）
 

０ 

１３０００ 

１２０００ 

１１０００ 

１００００ 

９０００ 

８０００ 

７０００ 

１４０００ 

（年度） 

'０４ '０５ 

１６００ 

２５３ 

１０,４９４ 

'０４ '０５ 

６０ 
５９ 

豊田合成 
国内関係会社８社合計 
 

豊田合成 
国内関係会社８社合計 
 

③サーマルリサイクル 
・社外で燃料として再生利用 

※1

目　標 

豊田合成：１６０t 
達　成 

 

豊田合成 
「ゼロ」達成 

 

国内関係会社 
「ゼロ」達成 

 

●ハンドル用 
　リターナブルパレットの採用 

当社の事業所内で発生する廃棄物低減活動は、①発生源対

策、②マテリアルリサイクル、③サーマルリサイクルを３本

の柱に、より環境負荷を少なくするため、社内外での幅広

い用途のマテリアルリサイクルの拡大を重点的に展開して

います。 

また、循環型社会の実現に向けてグループ一丸となり、廃棄

物をゼロにする活動を進めています。まず、埋立廃棄物につ

いては、すでに当社国内全事業所において２００２年１２月にゼ

ロを達成、国内関係会社８社においても２００６年３月に埋立廃

棄物ゼロを達成しました。焼却廃棄物については、２００４年に

改定した２００５年度の目標（豊田合成単独で１９９８年度比１０

分の１以下）を達成しました。また、２００５年９月に本格稼働し

た北九州工場についても地元のリサイクル業者と協力し、稼

働当初から全廃棄物（埋立廃棄物、焼却廃棄物）のゼロを達

成しています。最終的には、２０１０年度末までに豊田合成の

国内全事業所において、全廃棄物（埋立廃棄物、焼却廃棄物）

ゼロを達成するため、低減活動に取り組んでいきます。 
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2. 環境保全への取り組み 

環境負荷物質低減活動 

■環境負荷物質削減への取り組み 

１９９８年度中に全廃 

２００１年度中に全廃 

２００２年中に全廃 

２００４年６月中に全廃 

顧客自主規制時期対応 

 

ゴム加硫剤 

PVC安定剤、滑剤 

加硫接着剤 

カチオン電着塗料 

はんだ 

鉛
化
合
物
 

取り組み状況  方針・目標  主要対象物質  区分  

全廃済み 

全廃済み 

全廃済み 

全廃済み 

２００６年１月以降新規部品は鉛フリーはんだ展開中 

 

新規使用禁止 
使用量削減目標（１９９８年度比） 
２００５年度： ５０％削減 

顧客切替え目標に準拠 

環境ホルモン 
（内分泌撹乱物質） 

六価クロム 

PVC、ゴム用可塑剤： フタル酸エステル 
（DOP、DBP等）の代替化 
● ２００５年度目標を達成 
 

該当部品の順次代替化 
（亜鉛めっき・合金めっき・ダクロ処理・亜鉛めっき鋼板等） 

使用削減 
２００３年度以降の新型車はポストPVC材へ置換 

新型車の新設部品ごとに反映・推進 PVC

低トルエン・キシレン塗料の適用 
水性塗料の適用拡大等 

使用量削減目標（２０００年度比） 
２００５年度： ６０％削減 

● ２００５年度目標を達成 トルエン・キシレン 

顧客自主規制対応 車室内VOC

排出量原単位目標（２０００年度比） 
２０１０年度： ５０％削減 

工程内VOC※ 
２０１０年までのマスタープラン立案 
● 洗浄シンナーの使用量削減 
● 水性塗料の採用拡大等 
 

法
規
制
対
応
 

自
主
規
制
対
応
 

蛍光×線分析装置 

２０００年１０月に発効された「ELV※1に関するEU指令」では、

２００３年７月以降の新造車（継続生産車を含む）での鉛、水銀、

カドミウム、六価クロムの使用が原則的に禁止され、この欧

州ELV指令のAnnexⅡに伴う使用目的ごとの禁止時期に合

わせ各々の全廃活動に積極的に取り組んでいます。また、そ

れ以外の環境負荷物質に対しても独自の方針・目標を立て、

確実に削減を進めています。また当社では、製品・部品・材料・

成分の対応関係がオンラインで管理できるように、従来の化

学物質管理システムをさらに発展させ、製品含有環境負荷

物質調査（顧客対応）ができるシステムを２００１年度に構築、

環境負荷物質管理に大きく寄与しています。一方、製品構成

の材料・環境負荷物質調査のグローバルスタンダード化に

伴い、IMDS※２対応については２００３年１０月より、IMDS入力

を開始し、全顧客に対応しています。また、環境負荷物質非

含有エビデンスの取り組みは、購入品のサプライチェーン※３

を把握し、材料（原材料・副資材）については、分析データに

基づく化学物質成分報告書を確認、購入部品については、仕

入先による環境負荷物質含有情報を確認し、必要に応じて、

自社の蛍光×線分析装置による確認も実施しています。 

※１　ELV：End of Life Vehicle（使用済車両） 

※２　IMDS：International Material Data System

構成素材 

構成素材 
材料 

単一構成部品 

原材料 

製品 

原材料 
購入部品 

副資材 

原材料 

副資材 

アッセンブリー部品 

単一構成部品 

原材料 構成素材 

構成素材 

構成素材 

構成素材 

2次仕入先 １次仕入先 自社（TG） 3次仕入先 4次仕入先 

※３　購入品のサプライチェーン 

※VOC:Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物） 
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2. 環境保全への取り組み 

※ 

基準年 '００ '０１ '０２ '０３ '０５ 

当社では、トルエン・キシレンがPRTR対象物質の排出量の

多くを占めています。２００１年度から「トルエン・キシレン削

減推進W/G」を中心に、PRTR対象物質の使用削減に向け

た活動を実施してきました。２００５年度は第３次環境取り組

みプランの最終年度であり、１９９８年度の排出量の５０％低減

を目標に、塗料溶剤の代替、溶剤回収装置の回収率向上を

図り、２００５年度では、新たに９８トンの排出量削減対策を実

施し、５年間の活動結果として１９９８年度排出量の５６％を削

減しました。今後は、新たな法規制としてトルエン・キシレン

を含む揮発性有機化合物の排出量削減を義務化したVOC※

規制が施行（２００６年４月）されており、２０１０年度までに２０００

年度比で、排出量原単位を５０％削減する目標に向け、削減

努力を継続していきます。 

※VOC:Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物） 

※２００５年度のPRTR対象物質の詳細データについては、３８ページからの環境
データをご覧ください 

土壌汚染は、生態系のみならず地下水を経由して人の健康に

も影響を与えます。２００３年２月に「土壌汚染対策法」が施行さ

れ、さらに各都道府県条例においても汚染調査などの未然防

止に加え、汚染された土地の修復等を行うことが要求されてい

ます。当社では、法施行以前から自主的に主要工場の土壌・地

下水の調査を実施し、その結果を行政に報告してきました。地

下水においては、１９９９年に春日工場、２０００年に稲沢工場でトリ

クロロエチレン及びその分解生成物のシス-１,２-ジクロロエチ

レンが検出されました。春日工場では、浄化設備を設置し、流

出防止と浄化対策を継続しています。稲沢工場では使用実績

のない物質が検出されたことから、定期的に測定結果を行政

に報告しています。また、２０００年１月に生産活動を終了してい

た旧名古屋工場において、２００５年３月から１０月まで、名古屋

市の条例で定める土壌・地下水調査を自主的に実施した結果、

環境基準を上回る、トリクロロエチレンとシス-１,２-ジクロロ

エチレンが検出されました。そのため、速やかに行政への報告

（２００５年１１月）、地域住民の方への説明（２００５年１２月）を実

施するとともに、流出防止と浄化を最優先に考え、拡散防止

措置を実施しました。引き続き早期浄化に向けた恒久対策を

講じていきます。 

※地下水のデータについては３８ページからの環境データに記載しています 

有毒で難分解性のＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は、２００１年「ポ

リ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別

措置法」が施行され、ＰＣＢ機器を、２０１６年までに処理するこ

とが義務付けられました。これまで適正な処理施設がなく、

当社でも絶縁油としてＰＣＢが封入されている使用済みコン

デンサー等を適正に保管・管理し、行政に報告を行ってきま

したが、２００５年９月から豊田市の日本環境安全事業（株）に

てPCBの適正処理が開始されており、２００６年度中に６５台す

べての使用済みコンデンサーについて適正処理を実施する

予定です。 
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
対
象
物
質
排
出
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

８００ 

■２００５年度PRTR対象物質の排出・移動状況 

■PRTR対象物質排出量の推移 

PRTR： Pollutant Release and Transfer Register 
（環境汚染物質排出・移動登録制度） 

製　品 

２４５ 

（単位： t） 

リサイクル 

１７ 

廃棄物として 
の移動量 

１０８ 

土壌への 
排出量 

０ 

水域への 
排出量 

０.２ 

化学物質 
取扱量 

７０６ 

２６５ 

大気への 
排出量 

除去 
（処理量） 

７０ 

'０４ 

※「PRTR対象物質排出量削減」の取り組みレベル： 
　豊田合成「'９８年度比２分の１以下」 

５９６ 

８３ 

９１ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 
 

■    PRTR対象物質削減への取り組み ■    土壌・地下水に関する取り組み 

■    ＰＣＢの保管 

目　標 

豊田合成：２９８t 
達　成 

 

２６５ 
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2. 環境保全への取り組み 

物流の合理化 

■CO2低減活動の３つの柱 

■CO2排出量の推移 ■製品梱包包装材の使用量の推移 

積載効率を高め配車便数を 
少なくする活動 

ルート変更や現地生産により 
走行距離を短縮する活動 

CO2排出係数の少ない 
輸送手段へ移行する活動 

●  積載・充填率の向上 
●  規格ポリ箱化の推進 
●  車両仕様の見直し 
●  パレットの薄板化 
●  低積載路線の統廃合 

●  新製品の現地生産推進（直納化） 
●  現行品の現地生産推進（直納化） 
●  生産拠点の変更による距離の短縮 

●  鉄道輸送の活用 
●  フェリーの活用 

 

1 32

基準年 '０１ 

包
装
材
使
用
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

３００ 

２００ 

１００ 

４００ 

'０２ '０３ '０４ '０５ 

※'０１年度は豊田合成単独のデータ 

※１　チャレンジ目標１０.７千t-CO2

※'０１年度は豊田合成単独のデータ 

※１　チャレンジ目標１９０トン 

３２ 

１３８ 

３４４ 

３７ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 豊田合成 国内関係会社８社合計 

基準年 '０１ 

C
O
2

排
出
量
（
千
t-

C
O
2

）
 

（年度） 
０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

１０ 

１２ 

１４ 

１６ 

'０２ '０３ '０４ '０５ 

１４.８ 

１.３ 

１２.２ 

現在、当社では地球温暖化防止と資源有効活用の観点から、納入時のトラック輸送等で排出されるCO２低減と、製品梱包時における

包装材使用量低減の２つのアプローチから活動を進めています。どちらの活動もすでに当初設定目標を達成していることから、新た

により高い目標（チャレンジ目標）を設定し活動しています。２００６年度からは納入物流のみならず、調達物流、工程内物流も対象に、

より高い目標に向かって挑んでいきます。 

［ CO2排出量の低減活動 ] 

２００５年度のCO２排出量は、生産増に伴う輸送量の増加により、

前年度に対して増加となりました。しかし、各種改善活動により

１m3の物量当たりの排出量（物量原単位）や売上高当たりの排

出量（売上原単位）は低減しています。２００５年度の主な低減活

動としては、新たに北九州工場を開設しトヨタ自動車九州㈱様

へ現地生産・現地納入が実現できたことにより、従来に比べて

月間で０.３トンのCO２を削減できました。このように、CO２低減

の３本柱のうち現地生産・現地納入に力を入れていく方針です。

また、改正省エネ法に対する取り組みも実施していきます。 

［ 製品梱包包装材の使用量低減活動 ］ 

２００５年度の梱包包装材の使用量は１３８トンとなり、チャレン

ジ目標であった１９０トン（豊田合成単独）を大幅に達成しまし

た。これは、主に車両のモデルチェンジのタイミングで梱包材

の見直しを徹底的に行ったことによるもので、前年度比で１２８

品番、月間０.３トンの梱包材の削減を実現しました。また、現

地生産による直納化も奏功しています。今後も製品梱包材

の徹底した見直しを進め、資源の有効活用を図っていきます。 

■    CO2排出量の低減と製品梱包包装材の使用量低減 

目　標 

豊田合成：１２.６千t－CO２※1 
達　成 

 

目　標 

豊田合成：２４０t※1 
達　成 

 

１.２ 
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豊田合成の各事業部の取り組みと2005年度の主なトピックを紹介します。 

3.各事業部の取り組み 

ボディシーリング事業部は、騒音や雨、風、埃を防ぎ、自動
車の快適性を保つウェザーストリップを開発しています。
従来からこの分野では、製品素材であるEPDM（エチレン・
プロピレン・ジエンゴム）やTPO（オレフィン系熱可塑性
エラストマー）製品の新技術開発、リサイクル性の向上
に努めてきましたが、新たに２００７年度から施行される
VOC規制にも対応した技術開発も進めています。 

ボディシーリング事業部 

LED（発光ダイオード）は、“環境に優し
い次世代の光源”として多方面から大き
な期待を集めています。当社は、窒化ガ
リウム（GaN）をベースにしたLEDの開
発により、オプトエレクトロニクス分野で
も積極的に事業を展開してきました。世
界トップクラスの光度をもつ青色LEDを
はじめ、緑色LED、紫色LED、高光度白
色LED等をラインナップしています。 

オプトE事業部 

内外装製品は、周辺部品とのデザイン上の調和
や質感、さらには操作性、耐久性などが要求さ
れます。２００５年から施行された「自動車リサイ
クル法」に対応し、リサイクルしやすい素材へ
の転換やリサイクル性の向上を進める一方、時
代ニーズから燃費向上のための自動車の軽量
化や安全性に寄与する製品開発も行っています。 

内外装部品事業部 

機能部品事業部では、自動車のエンジン・駆
動系、制御系および制動系、操舵系、燃料系
などで使われるホース類、シール類、バルブ
類など、自動車の基本性能を支える多くの重
要保安部品の開発・製造を手がけています。 

機能部品事業部 

セーフティシステム事業部は、安全性の向上
を最大のテーマに、人と車のインターフェース
としての「ハンドル」の技術開発、さらに長年
培ってきたノウハウを活かした「エアバッグシ
ステム」の開発・改良を進めています。 

 

 

セーフティシステム事業部 

特機事業部では、通信・OA機器か
ら家電製品、農業・建設・産業機器、
高齢者向け介護、生活関連機器など、
自動車で培った技術と独自開発技
術を組み合わせ、自由な発想で事
業フィールドを拡大しています。 

特機事業部 

意匠性と軽量化の両立を実現 

自動車の安全性を保持 

VOC規制に対応 

ドアウェザーストリップの新たな生産技術工程 シリコン塗布小型硬化炉の開発 

チップ自体の発光効率が格段に向上し、蛍光灯並みの発光効率に 

ダイナミックダンパーのスチールハウスへの用途拡大 

北米で施行開始されたP-ZEV規制に対応 

新たなリサイクル例による廃棄物低減 

ハイブリッドホイールの開発現 

 

aP24 aP25

aP26 aP28

aP29 aP30

ガラスラン材での水系ウレタン塗料の開発 

 

ニッケル電池絶縁プレートの開発　 分岐一体化ウォーターホースの開発 
 

ゴムの特性を最大限に活かし自動車の軽量化を実現 

樹脂タンク溶着部品の開発 

TPO廃棄物のリペレット化 

カーテンエアバッグ・ワンタッチクリップの開発 

VOC規制対応カーテンエアバッグ・コーティング無溶剤化 

 

コーティングの揮発性有機化合物トルエンの使用をゼロ 

安全衛生の観点から取り付け作業者の負荷を軽減 

 

ユビキタスと環境の融合した住宅 

住宅生活音を低減させる部材として注目 

夢住宅開発への当社LEDの参画 

ミリ波対応レドームの開発 

ハイブリッドホイール 

水系ウレタン塗料使用 
ガラスラン 

間接照明用モジュール 

カーテンエアバッグ 
分岐一体化 
ウォーターホース 

「愛・地球博」で 
活躍したLED
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3.各事業部の取り組み 

開発品 

開発者の声 

近年、アルミホイールには意匠の多様化に対応する「意匠自

由度の向上」と同時に環境への配慮から「軽量化」が求めら

れています。当社ではアルミホイールと樹脂ガーニッシュを

組み合わせたハイブリッドホイールを開発することで、この

相反する２つの要求の両立を実現しました。 

軽量かつ加飾性、形状自由度に優れる樹脂を活かし、従来の

アルミホイールでは困難であった部分的な光輝表現を実現

しました。また、意匠側から見えない新締結構造の適用により、

樹脂ガーニッシュとの間に空間を確保することで、アルミホ

イールの駄肉をなくし、同一意匠比での軽量化を実現してい

ます。この製品はトピー工業㈱様との共同開発で実現してお

り、現在、トヨタ自動車㈱様の「レクサスSC４３０」「レクサス

GS４５０h」に搭載されています。 

ハイブリッドホイールの開発 

製品開発 

●  アルミホイールと樹脂のハイブリッド化に成功 
● 新規意匠の実現 
● 意匠性と軽量化を両立 

車両安全装置に活用されている技術に、ミリ波で前方の障

害を感知して、乗員に危険を知らせるミリ波レーダーがあり

ます。そのレドーム（電波透過機能を有するカバー）は車両

前面、ラジエータグリルの中央に装着されますが、従来のク

ロームメッキでは、ミリ波が十分に透過できず、新たな加飾

技術が必要でした。当社では、ミリ波の拡散解消、及び透過

性を確保する独自のクロム調光輝処理技術と厚肉透明設計

技術を開発、実用化しました。エンブレムとしても従来品に

負けない高級感を保持しています。このレドームは現在トヨ

タ自動車㈱様の「レクサスIS、GS」他に搭載されています。 

ミリ波レーダー用レドームの開発 

製品開発 

●  車両の安全性に大きく貢献 
●  独自のクロム調光輝処理技術で電波透過性を実現 
●  肉厚透明設計技術で電波透過性と高級感を両立 

「新しいコンセプトで意匠性の高い製品を実

現できたことをうれしく思っています。意匠

と機能の狭間で問題解決を行えるのが樹脂

メーカーである豊田合成の強みです。 

今後も意匠性を向上しながら、軽量化を実現

することで低燃費に寄与できる製品開発を

進めていきたいです」 

内外装部品事業部　内外装部品技術部　開発室　 

開発者の声 

「今回は新たな加飾技術を柱として、デザイ

ン～開発・設計～生産技術・製造までがうま

く連携し、実用化までこぎ着けることができ

ました。今後も安全システムに貢献できる『美

しい商品』の開発を進めていきたいと思っ

ています」 

内外装部品事業部　生産技術部　生産開発G　 

川島大一郎 

竹田和生 

開発品 

樹脂ガーニッシュ 

樹脂ガーニッシュ締結構造 

アルミホイール 

「レクサスSC430」 

断面図 

厚肉透明部 

クロム調光輝部 

ミリ波 

ミリ波 

ミリ波 

ミリ波 

可視光 
（クロム調） 

透明部 黒色部 

内外装部品事業部 
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3.各事業部の取り組み 

押出・型成形部の艶差（グロス） 

耐久性 

摩擦係数 

１～３ 

○ 

○ 

０ 

○ 

○ 

開発品 現行品 

製品仕様 

項 　目  開発品 現 行 品  

接続ライン 

接続ライン 

接続ライン 

接続ライン 

溶剤系ウレタン 水系ウレタン 

装着部位 

開発者の声 

ガラスランは、自動車のドアのガラス作動部に取り付けられ

る部品で、雨・風・埃などの侵入を防止すると同時に、表面に

はウレタン塗料が塗布されガラスをスムーズに昇降させる

役割を担っています。従来、このウレタン塗料は溶剤を使っ

てゴムに塗布されていましたが、溶剤の中にVOC規制の対

象物質であるトルエン、キシレンなどを含有していました。

今回、当社では環境負荷物質を使わない水系ウレタンの開

発に成功。従来２回塗布していた工程（２コート１ベイク）を１

回で済むように１コート１ベイクを実現しました。現在、この

製品はトヨタ自動車㈱様の新型「カムリ」に搭載されています。 

ガラスラン材水系ウレタン塗料の開発 

製品開発 

●  塗料希釈溶媒を有機溶剤から水系に転換 
●  プライマー内添型のため、塗布工程の簡素化を実現（１コー
ト１ベイク） 

●  トルエン、キシレンなどの揮発性有機化合物を除去 

ドアウェザーストリップは、自動車のドア側に取り付けられ、車

外からの水、音、埃の侵入を防ぐ部品です。これには、ボディ

パネルとの固着を防止するシリコンが塗布されています。従

来のシリコン塗布装置は、ワークセット、塗布、乾燥を一連の

工程で実施するため、大きなスペースとエネルギーが必要

でした。それを改善するべく考案されたのが小型硬化炉です。

従来の大型硬化炉の熱効率を上げることで、乾燥工程を小

型化し、大幅な省スペース、省エネを実現しました。現在、こ

の生産技術は、量産化され、現場の第一線で活躍しています。 

シリコン塗布小型硬化炉の開発 

生産技術開発 

●  従来比９１％減の省スペース化 
●  乾燥炉の小型化により、大幅な省エネを実現 
●  溶剤系シリコンの水系化 

「現在、この製品はまだ導入されたばかりで

搭載例が少ないですが、もっと他の車種にも

数多く展開したいですね。また、まだ水系に

転換できるものがあります。今後もVOC規

制の観点から、水系への転換を促進すべく

技術開発に努めていきたいと思います」 

材料技術部　第１技術室　　 

開発者の声 

「短期間で量産機を開発するため、信頼性

の高い構造設計と条件を設定するのに奮闘

の日々が続きました。しかし、いまこうして

皆さんに使ってもらえる設備ができ、苦労が

報われた感じがします」 

ボディシーリング事業部　第１生技室　 

中野寛之 

伊藤誠幹 

 ドアウェザーストリップ 

■性能・効果 

９ 

現状 開発後 

現状 開発後 

１００ 

１００ 

設置スペース 

エネルギー使用量 

ボディシーリング事業部 

２５ 

A

B B

CC－C

C

A

A－A B－B
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3.各事業部の取り組み 

搭載部 

ニッケル電池 

絶縁プレート 

金属ケース 

絶縁プレートでニッ
ケル電池を固定し金
属ケース内に保持 

開発品 

搭載部 従来品 

開発品 

ストッパー 
・超音波技術で接合 

開発者の声 

ニッケル電池絶縁プレートの開発 

製品開発 

●  クリーン自動車への搭載製品 
●  接着剤を使用せず、樹脂とゴムの接合を実現 
●  電池スペースのコンパクト化を実現 

燃費向上のための自動車軽量化は時代のニーズであり、当

社もさまざまな軽量化製品を開発しています。ここに紹介す

るのは、エンジンとラジエータをつなぎ、しかもリザーブタン

クへも分岐させるウォーターホースです。従来は金属パイプ

を使い、エンジン側とラジエータ側の各ホースの接続を金具

で留めており、重い金属部品を多く使用しておりました。今

回当社が開発した分岐一体化ウォーターホースは、金属部品

を一切使うことなく、ゴムで一体化することに成功したもの

です。これにより、従来品に比べ約１５％の軽量化を実現。し

かも、耐LLC（ロングライフクーラント）性、耐熱性、耐薬品性、

耐振動性で、優れた性能を確保しています。 

分岐一体化ウォーターホースの開発 

製品開発 

●  自動車軽量化対応製品 
●  従来品より約１５％の軽量化を実現 
●  耐LLC性、耐熱性、耐薬品性、耐振動性で優れた性能を確保 

「材料の選択から構造設計まで、すべて自分

たちでやらなくてはならず大変でした。特に、

樹脂とゴムを接合させるというのは世の中

になかったことでしたから。今後も、お客様

のニーズを、独自の商品に結びつけるよう

な技術開発を進めていきたいと思います」 

機能部品事業部　技術部　開発室　 

開発者の声 

「複雑な構造のものをいかに軽量化するか、

そのアイディア出しが一番苦労した点です。

一本のものからどのように枝を出すか頭をひ

ねりました。それと、実際の量産化に向けた

準備ですね。このような技術を、もっと多様な

分野にも展開していきたいと考えています」 

機能部品事業部　技術部　第１ホース技術室　 

トヨタ自動車㈱様の「ハリアーハイブリッド」は、圧倒的な動

力性能と画期的な低燃費を誇るRVハイブリッド車です。こ

のハイパワーの理由は新型のニッケル電池にあり、８個の電

池が１モジュールとなって３０モジュール搭載されています。

モジュールは金属ケースで保護されているため、隣同士が

接触しないように絶縁状態を保持すること、また、振動で陥

落しないようにするための絶縁プレートが要求されました。

当社では、独自の開発思想からモジュールを宙に浮かせるこ

とを考案。抑え込む力に反発する力をもつゴムならではの

特性に着目し、ストッパーとして樹脂製絶縁プレートに接着

剤を使用せず超音波技術で接合することに成功しました。 

内田安則 

中嶋直己 

約１５％軽量化 

機能部品事業部 

エンジン 

冷却水の流れ 

開発品 

リザーブタンク 

ラジエータ 

小径ホース 

小径ホース 

大径ホース 

大径ホース 

大径ホース 

SUSパイプ 

板バネクリップ 

分岐一体化部 
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透過量７０％低減 
液体透過性 

ベーパー透過性 

MDPE＋PA１２ 
従来品 

HDPE＋PA６ 
開発品 

3.各事業部の取り組み 

ペレット材 

粉砕材 

リペレット材 

成型機へ 

粉砕機 除湿乾燥機 材料混合機 材料乾燥機 ペレタイザー 押出機 水槽 

リペレット工程 成形工程 
開発工程 

端材 

開発者の声 

米国・カリフォルニア州ではZEV（Zero-Emission Vehicle）

規制が施行され、電気自動車などの比率を高めることが求め

られる一方、ガソリン車に対してはLEVⅡ（Low-Emission 

Vehicle）よりもさらに厳しいP-ZEV（Partial-Zero 

Emission Vehicle）規制が施行され、ガソリンタンク等か

らガソリンなどが大気中に透過する量を極小に抑えることが

要求されています。今回当社が開発した燃料タンクバルブは、

フランジの接着性ポリエチレンを高密度化し、バリア層のナ

イロンの素材を変更して接着２色成形に成功したものです。

これにより、燃料透過量を約７０％低減させました。また、樹

脂タンクに溶着可能なため、P-ZEV対応製品として利便性

も高めています。現在、本田技研工業㈱様の「シビックハイ

ブリッド」に搭載されています。 

P-ZEV対応樹脂タンク溶着部品の開発 

 

製品開発 

●  P-ZEV対応製品として、燃料透過量を７０％低減 
●  現行の樹脂タンクへの溶着も可能（省資源化） 
●  チューブ圧入部は、TGオリジナル形状を採用（特許出願中） 

TPO廃棄物のリペレット化による廃棄物低減 

生産技術開発 
●  部材のリサイクル率、従来の２倍に向上 
●  月間２トンの粉砕材廃棄物低減 
●  リサイクル時の新材使用量も低減（省資源化） 

「相手タンクとの溶着性能確保が一番苦労

したところです。また燃料透過の厳しい規制

を乗り越えるため、精度の高い測定を何度も

繰り返し行いました。現在、この製品の成功

により、他社からも引き合いをいただいてい

ます。この製品を当社の標準商品として、今

後広めていきたいと思います」 

機能部品事業部　技術部　第２F部品技術室 

西　博 

開発者の声 

「この工程は、社内で使われていなかった遊

休設備を再利用することから生まれました。

ですから、最小の追加投資で実現できたわけ

です。しかし、床に落ちたり、油が付着した部

材はまだリサイクルできていない現状があり

ます。廃棄物ゼロが当面の目標です」 

機能部品事業部　機能部品３課 

長橋英樹 

山内正人 

廃棄物低減…２トン／月 

従来品 開発品 

接着性PE(MDPE） 

PA１２ チューブ圧入部はオリジナル形状 

接着性PEを高密度化（HDPE） 

PA１２→PA６ 

■燃料透過性（同一径の溶着品での比較データ） 

自動車の部品には、脱塩素やリサイクルの優位性からTPO（オ

レフィン系熱可塑性エラストマー）素材が多数使われていま

す。通常のリサイクル工程は、成形加工時に生じるランナー、

スプルー等の端材を回収・粉砕し新材を混合して成形機に

戻しますが、中には粉砕の工程で形がいびつになり、混ざり

が悪いものや詰りの原因となってしまうものもあり、品質不

具合の原因となっていました。今回、自動車の足回り部材の

リサイクル工程では、粉砕した後に乾燥させ、押出機で円柱

状のリペレット材に形を整え、新材と混合させる方法を新た

に生み出しました。これにより、品質不具合が大幅に減少。

混合用の新材使用量も低減し、省資源化にも役立っています。 
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3.各事業部の取り組み 

開発者の声 

搭乗者の安全を保持するため、ドアの窓側に設置されている

のがカーテンエアバッグです。従来その取り付け方法は、基

布を２枚の鉄板で挟んだ取り付けブラケットを、作業者が車

体に入り電動ドライバーを使ってボルトで締めるという負荷

の高いものでした。しかし、今回当社は車体に取り付けやす

いカーテンエアバッグとして、プラスチック製クリップにより

ワンタッチで留めることができるモジュールを開発しました。

これにより、作業者の負荷が大幅に軽減されると同時に、自

動車のリサイクルの観点からも、分別しやすい製品となりま

した。この製品は、トヨタ自動車㈱様の新型「カムリ」で採用

されています。 

カーテンエアバッグ・ワンタッチクリップ 

製品開発 

●  取り付け作業がしやすい、作業者に優しい設計 
●  自動車のリサイクルの観点からも、分別が容易 
●  金具を減らしたことにより、自動車の軽量化に寄与 

カーテンエアバッグに用いられるバッグは、一定時間膨らみ

を保持しなくてはならないため、表面にシリコンが塗布され

ています。従来は塗布時に、希釈溶剤としてトルエンが使用

されていました。今回当社では、サプライヤーと共同でトル

エンを使用しない無溶剤のシリコン１００％のコーティング剤

を新たに開発、適用を開始しました。シリコンそのものの物

性を損なわず、気密性などの特性を維持しながらも化合方

法を変えたもので、同時にシリコンのコーティング工法も変

えリードタイムの短縮も実現しています。VOC規制（揮発性

有機化合物の排出抑制制度）に対応した製品といえます。 

カーテンエアバッグ・バッグ表面の 
コーティング無溶剤化 

製品開発 

●  揮発性有機化合物トルエン使用をゼロに 
●  VOC規制への対応 
●  コーティングのためのリードタイムも縮小 

「金具とボルトで留めていたものを樹脂でい

かに同等の強度を保つか、そこが一番苦労し

た点です。カーテンエアバッグは今後装着率

が高まっていくので、いろいろな車種に使って

もらえたらと思います。これからもコアになる

要素技術の開発を進めていきます」 

セーフティシステム事業部　技術部　第３技術室 

開発者の声 

「シックハウスでも取りざたされているように、

揮発性有機化合物の使用を低減する動きは

自動車業界でも同じで、その技術開発は急

務といえます。これからも環境を考えた技

術開発を行っていきたいと思います」 

セーフティシステム事業部　技術部　第３技術室 

林　幹根 

増田泰士 

カーテンエアバッグ 

装着部位 

セーフティシステム事業部 

従来形状 開発形状 
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3.各事業部の取り組み 

開発者の声 

LEDは、その省エネ、長寿命から次世代の光源として注目を

集めています。電力消費量が従来の電球の５分の１から１０分

の１以下、耐久性が電球の１０倍以上、水銀フリーであり、廃棄

物低減、省資源にも貢献します。当社は１９８６年より研究を

開始し、青色LEDを皮切りに、光の３原色である「青」「緑」「赤」

すべてをLEDでまかなえるようになりました。続いて、「紫色」

「白色」を開発し、その光度を上げる技術を格段に向上させ

ています。 

現在、LEDは本格導入の時代を迎え、性能が向上するととも

に、バリエーションも多彩になりつつあります。信号機や街中

のサイン、イルミネーション、ディスプレイ等で、LEDへの代替・

普及が確実に進んでいます。最近では、「愛・地球博」で未来

の光源としてさまざまな実用事例を証明したほか、アテネや

トリノオリンピックなどの国際舞台でも活躍しました。省エネ

のキーデバイスとして、例えば、温室効果ガスの削減が義務

付けられている「京都議定書＝COP３」（２００５年発効）にお

いても、その寄与度において有望視されています。今後は、

テレビやパソコンの液晶バックライトのほか一般照明など、

一般生活製品への展開が大いに期待されています。 

LEDは、次世代の光源として大きな期待と使命を担っており、

当社は今後もその用途普及のため、さらなる性能の向上と

コストの低減に努めていきます。 

発光効率の向上でさらに用途が広がるLED

～「愛・地球博」で活躍したLED製品開発 

●  性能向上、バリエーション拡大で本格導入の時代へ 
●  温室効果ガス削減への寄与に期待 
●  照明分野をはじめ、多彩な分野に用途拡大 
●  「愛・地球博」、アテネとトリノの両オリンピックで活躍 

「LEDの潜在市場は、大型ディスプレイ

やテレビ、パソコン、一般照明に至るまで、

まだまだ限りなく広がっています。今後

もさまざまなニーズに対応し、明るい製

品をどんどん作り続け、もっと明るい未

来と環境に優しい社会の創造に寄与し

ていきたいと思います」 

オプトE事業部 

オプトE事業部　第２技術部　A３技術室 

高橋俊雄 

大観覧車に使用された530インチLEDディスプレイ 

トヨタグループ館の 
シンボルマーク 
LEDバックライト光源 

バイオラング緑化壁の 
LED630灯 

緑化壁 

LED630灯 

長久手愛知県館 

TOYOTA 
IMTSの車内LED天井照明 

ショールーム用照明 

絵の出るLED風車 
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3.各事業部の取り組み 

開発者の声 

トヨタ自動車㈱様及びトヨタホーム㈱様では、２０１０年をめざ

した近未来住宅の研究に着手し、その実験住宅を２００５年３月、

「愛・地球博」の開催と同時に公開しました。トヨタ博物館前

に建設されたトヨタ夢の住宅「PAPI」は、ユビキタスネット

ワーク※を駆使し、生活に必要な空調や照明、エネルギーな

どを自動で最適制御できる機能をもっています。当社は、照

明分野を担当。AVルームの間接照明、トイレの床下照明、廊

下の誘導灯などで当社製のLEDが採用され、住宅分野での

用途が具現化されました。LEDは水銀フリー、省エネルギー、

長寿命なことから、環境に配慮した未来照明として、今後の

住宅市場への本格参入が期待されています。 

※ユビキタスネットワーク：いつでも、どこでも、何でも、誰でもアクセスが可能
なネットワーク環境 

トヨタ夢の住宅「PAPI」への参画 

製品開発 

●  ユビキタスと環境が融合した未来住宅 
●  未来照明LEDのパイロットモデル 
●  水銀フリー、省エネルギー、省資源（長寿命）のLED照明 

ダイナミックダンパーは、自動車の振動を減衰させる用途に

使われます。この機能を活用し、当社製品は２階から階下へ

と響く歩行音や重量衝撃音などの騒音を低減する住宅用部

材として、トヨタホーム㈱様の軽量鉄骨ユニット住宅用に開発、

採用されてきました。このたび、新たにスチールハウス工法

でも採用が決まり、多様な住宅工法への適用が広がりました。

今回の製品は、ダンパー重りを従来より大幅に小型化するこ

とで、従来品と同じ部材を使いながらも高性能化に成功、省

資源化を実現しています。また、量産化に向けて、生産工程

を一括管理することで、生産の効率化を図っています。 

スチールハウス用の 
ダイナミックダンパーの開発 

製品開発 

●  住宅環境における騒音の減少 
●  ダンパーの小型化による省資源化 
●  一貫工程による生産の効率化 

「照明という分野を扱うのはまったく初めて

だったので、専門用語の習得からプランニン

グに至るまで勉強の連続でした。これを契

機に、トヨタグループの住宅研究は本格化し

ていくので、今後はLEDの量産化に向けて

さらに住宅照明を極めていきたいと思います」 

特機事業部　技術部　技術室 

開発者の声 

「構造が違うと、現象が違います。原因を探り、

どこにダイナミックダンパーを取り付けたら

いいのか、その位置決めが大変でした。今

回は戸建のパネル工法で実現をみましたが、

他の工法にも対応できるように、考えていき

たいと思います」 

特機事業部　技術部　技術室 

佐藤高宏 

笹田　有 

■ダイナミックダンパーの使用部位（2階床） 

特機事業部 

ダイナミックダンパー 

フローリング 

パーティクルボード 

ユニット住宅 

いくつかのユニットに分け、工場内 
で仕上げに近い段階まで作る 

※トヨタホーム㈱様製品カタログより引用 

スチールハウス（本開発） 

パネル化された壁・床・天井の面で 
箱を作る 

AVルーム間接照明 

AVルーム間接照明用モジュール 

トイレの床下照明 

スチール根太 
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4.社会との関わり 

■経営理念を補完し、社員の行動指針としてまとめられた 
　「豊田合成行動倫理ガイド～CSRの推進のために～」（一部抜粋） 

企業の社会的責任 

会社が社会から信頼と共感を得て活動していくために、社会的に
有用な製品の提供をはかるとともに、不祥事を未然に防止するた
めの体制整備等により企業倫理の徹底をはかる。 

 

会社と社員との関係 

１. 健全で働きやすい職場づくり 
社員が相互に協力し合い、切磋琢磨して職務の効率的な遂行に
努めるとともに、個人の人格・個性を尊重し、差別的行為・セクシ
ュアルハラスメント等を行わず、労使協調のもとで常に健全で働
きやすい職場づくりを心掛けることを基本とする。 

 

会社の事業活動 

５. 環境保全活動 
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までのすべての段階におい
て、豊田合成グループとして、顧客・仕入先・地域・行政等とも協力・
連携し、環境に配慮した事業活動を行うことを基本とする。 

 

社会との関係 

１. 企業広報活動 
幅広いステークホルダー（株主・投資家・顧客・取引先・地域社会・
社員等の利害関係者）に対して、継続的な企業情報の開示提供を
積極的かつ公正に行うことを通じて、社会から信頼される企業と
しての広報活動を行うことを基本とする。 

２. 社会貢献活動 
「社会との共生」のために、積極的な社会貢献活動を通じ、社会
から信頼される「良き企業市民」をめざすことを基本とする。 

 

私的行為 

１. 健全な社会生活 
私的行為においても、法令遵守に留まらず、社会通念に照らして
健全な社会生活を送ることを基本とする。 

豊田合成行動倫理ガイド 

コンプライアンス 

当社は経営理念に「社会との共生」を掲げ、早くから「内外の法、国際ルールおよびその精神を遵守」することを推進してきました。

この考え方に基づき、法令遵守のみならず企業倫理の観点からも、社員一人ひとりへのコンプライアンスの徹底を図っています。 

当社は、１９９８年、社長を委員長、全役員をメンバーとする企業行

動倫理委員会を立ち上げ、各部門に法務連絡者を設置しコンプ

ライアンス推進体制を確立しました。同時に、経営理念を具現化

した「豊田合成行動倫理ガイド」を作成、２００４年には昨今のCSR

（企業の社会的責任）の重要性を鑑み、企業行動倫理委員会の総

意としてガイドの全面改訂を行いました。全面改訂のポイントは、

①コンプライアンス（法令・社内ルール・企業倫理の遵守）体制を

確立する、②働きやすい職場環境を実現する等人間尊重の経営

に努める、③省エネ製品等社会に有益な製品の開発・提供に努め

る、④ステークホルダーの理解を得ながら、環境保全や社会貢献

活動にも積極的に取り組む、⑤国内外の顧

客や仕入先、関係会社のCSR遂行状況に

も関心をもつ、というものであり、全社員

の行動基準をより明確に示しています。ま

た企業としての健全な自浄能力を維持す

るため、コンプライアンスに関して、専門の

弁護士に相談できる窓口を社外に設置し

ています。 

■    当社の取り組み 

コンプライアンスの徹底は、地道にしかし確実に、定着・浸透・醸

成へとステップアップしていくことが重要であると当社は考えます。

この考え方のもと、推進体制の基盤整備を終え、２００５年度は、法

務研修や法務連絡者会議を活用しての社内啓蒙活動に力を入れ

ました。階層別では新入社員、新任管理者への研修や、リスク別

では重点営業部門や海外出向者に向けた研修を行い、定着・浸透

を進めました。また、自浄能力向上のために、身近な事例からコ

ンプライアンスを考える「コンプライアンスKY（危険予知）」の

活動を取り入れ、各職場レベルでのディスカッションを促進して

います。また、コンプライアンスの定着・浸透状況を把握するため

のコンプライアンス定着度アンケ

ートを実施。今後継続的にアンケ

ートを実施することで、当社にお

ける課題を抽出し、さらなる浸透

策へと反映させていきます。 

■    ２００５年度の取り組み 

新入社員研修 

行動倫理相談窓口「ライトボイス」 

当社は、社員一人ひとりの権利と立場を尊重するため、

また企業としての健全な自浄能力を維持するため、複

数の相談窓口を設置しています。そのひとつが専門の

弁護士に相談できる社外窓口「ラ

イトボイス」（通称）です。「ライト

ボイス」では、社員のみならず、

家族からの相談も受けられるよ

うになっており、相談者のプライ

バシーは厳守、かつ相談したこと

により不利益な扱いを受けること

はありません。 
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社会貢献・コミュニケーション活動 

当社の社会貢献・コミュニケーション活動の特徴は、当社独自の技術力や強みを活かしていること、そして常に事業所がある地域

社会を念頭において活動を行っている点が挙げられます。社員一人ひとりが、自発的な意思から自分の得意分野を通じて、しか

も身近なところから活動を始めていく、このことが社会から信頼される「良き企業市民」の基本であることを認識し、これからも積極

的に活動を進めていきます。 

［ 交通安全啓蒙「愛のバレンタイン作戦」 ］ 

毎年２月１４日のバレンタインデーには、当社事業所のある地

元の幼稚園、保育園を訪問し、交通安全の啓蒙活動を行って

います。当社社員がぬいぐるみを身にまとい、地元の警察の

方とともに紙芝居やVTRを使って交通ルールを守ることの

大切さを教え、お菓子やおもちゃをプレゼントしています。

１９８７年から始めたこの活動

も２０年目を迎え、いまでは

園児たちも楽しみにしてい

る恒例行事となっています。 

［ ゼロの日街頭立哨／カーブミラー清掃 ］ 

当社は自動車部品の専門メーカーとしての社会的責任から、

地域の交通安全には積極的に寄与しています。例えば、毎月

０（ゼロ）のつく日の朝には、全社員が持ちまわりで事業所周

辺の街頭に並び、交通安全を呼びかけています。また、ボラ

ンティアが中心となって、事業所周辺のカーブミラーの清掃

活動も行っています。

これからも、地域貢献

の一環として身近な

ところからさまざまな

交通安全活動を継続

的に推進していきます。 

■    近隣自治体への貢献 「一宮七夕ウォーク」への送迎バス提供 

一宮市では、牽牛と織姫が出会う七月に「出逢いとふれあい」をテ
ーマに、「七夕まつりウォーク」イベントを開催しています。交流人
口の増加を目的に開催されるこのイベントは昨年には５回目を迎え、
全国３８都道府県から参加者が集う国内最大規模のウォーキング大
会となっています。当社が所有して
いるバスをJR尾張一宮駅から、ス
タート会場の１３８（いちのみや）タ
ワーまでの送迎バスとして提供し、
運営に協力しました。年々増加する
参加者のため、今後も協力を進めて
いきます。 

［ 小学生の工場見学会／中学生の職場体験実習 ］ 

当社工場は地域に開かれた工場をめざしています。その一

環として、地元の小学生に向けた工場見学会を開催してい

ます。昨年度は、尾西工場に一宮市立朝日東小学校の児童

たちを迎えました。「工場で働く人」の社会科テーマをもっ

て訪れた児童たちは、ハンドルやエアバッグがつくられる工

程を真剣な眼差しで見学していました。また、中学生向けに

も職場体験実習を開催し、「働く」ということを実体験しても

らっています。昨年度は、春日中学校の生徒たちを迎えて行

いました。近年、文部科学省が推奨する体験学習が進む中で

の地元小中学校からの要請

であり、今後もその要請に応

えるかたちで学校教育に協

力し、さらに地域に開かれた

工場をめざしていきます。 

■    学校教育への協力 

■    スポーツへの貢献 

ゼロの日街頭立哨 

カーブミラー清掃 

七夕まつりウォーク参加ワッペン 

［ 尾西工場LEDビジョンの地元への開放 ］ 

尾西工場に設置している「TG LEDビジョン２１」は、約４５万

個のLED（発光ダイオード）を使用したフルカラーディスプレ

イで、さまざまな情報を鮮明に映し出すことができます。これ

を地域の方々に活用していただこうと、地元自治体、警察署、

消防署などの広報活動にも利用

していただいています。２００５年

度は一宮市をはじめ多くの関係

機関から依頼をいただき、一宮警

察署から感謝状もいただきました。 
TG LEDビジョン２１ 

中学生の職場体験学習 

［ バレーボール部、バスケットボール部の地域スポーツ支援 ］ 

当社は、企業としてのスポーツ活動を振興する一方、スポー

ツを通じた地域貢献も推進しています。例えば、Vリーグで

活躍する当社バレーボール部「トレフェルサ」は、地元開催

の試合前などの時間を使って、中学生を対象にしたバレーボ

ール教室を開催。子供たちにバレーボールの技術と楽しさ

を教えています。昨年度は、稲沢市、小牧市、東海市などで
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 ［ その他、地域スポーツ振興、支援 ］ 

その他、当社では、以下のような地域スポーツ振興や支援を

行っています。今後も各種スポーツを通じて、地域振興、地

域社会への貢献を積極的に進めていきます。 

●当社健康管理センターでママさんバレーボール大会を

主催 

●静岡県周智郡森町で豊田合成杯ゲートボール大会を主催 

●静岡県周智郡森町で森町ロードレース大会に協賛 

●稲沢工場の遊休地を地元老人会のゲートボールコートと

して開放 

●北島グラウンド、テニスコートを地元住民に開放 

EXPOドームの２５０インチLEDディスプレイ 絵の出るLED風車 バイオラング緑化壁のLED６３０灯と 
エキスポビジョンの８４０インチLED

LEDインフォメーションボード 

大観覧車の５３０インチLEDディスプレイ 

トレフェルサバレー教室 小学生バスケットボール大会への参画 

TOYOTA IMTSの車内LED天井照明 

L EDを活用した貢献 

「愛・地球博」 

トヨタグループ館のシンボルマークLED 
バックライト光源とi-unit、i-footの 
LED光源 

２００５年３月から９月まで、“自然の叡智”をテーマに、“循

環型社会”をサブテーマにした日本国際博覧会「愛・地

球博」が開催されました。LED（発光ダイオード）は低

消費電力、長寿命という環境にやさしい次世代の光源

として注目を集めており、当社はこのLEDの提供を中

心に１７の事業やパビリオンへ積極的に協賛し、環境に

配慮した「愛・地球博」に貢献しました。 

入場口に設置されたインフォメーションボード、大観覧

車の５３０インチLEDディスプレイ２面、エキスポビジョン

の８４０インチLEDディスプレイのほか、バイオラング緑

化壁のLED６３０灯、トヨタグループ館のシンボルマー

クのLEDバックライト光源、未来のモビリティi-unit、i-

footのLED光源、TOYOTA IMTSの車内LED天井照

明など、会場内の随所でLEDは活躍してまいりました。 

今回の「愛・地球博」を通して、環境にやさしい未来の

光源LEDを使用した未来社会を多くの方に実体験して

頂くことができました。 

行いました。また、バスケットボール部「スコーピオンズ」も、

愛西市バスケットボール協会からの依頼により、小学生のバ

スケットボール大会で他実業団チームとの模範試合を開催。

子供たちの目の前でバスケットボールの醍醐味を披露しま

した。当社のスポーツ活動を地元の方たちが応援してくれる

姿は、地域に開かれた工場、社会に開かれた会社のイメージ

そのものともいえます。当社は、今後もこのようなスポーツ

を通じたボランティア活動を推進し、地域の人々と交流を深

めていきたいと思います。 
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4.社会との関わり 

従業員との関わり 

当社は、『安全衛生活動の強化による、災害「０（ゼロ）」の安心な職場づくり』を会社方針に定め、活動を展開してきました。しか

し、重大な災害が発生してしまい、現在、安全衛生に関する施策の全面的な見直しと再構築を開始しています。豊田合成グルー

プは、いま一度経営理念にある「人間性の尊重」に立ち返り、「安全第一」を胸に、従業員が心身ともに健康で活躍できる「場」づ

くりと、人材育成を強化していきます。 

２００５年９月、付帯業務の作業中に、当社創業以来初めての重

大な災害が発生しました。この災害を経営陣以下厳粛に受

け止め、すぐに安全衛生活動の徹底した見直しと再構築に乗

り出しました。社長を全体責任者とし、「安全職場づくり部会」

（部会長：副社長）と「安全人づくり部会」（部会長：専務）を

立ち上げ、現在、具体的対応策を随時展開しています。まず、

「人づくり」では「朝のあいさつ運動」や「ヒヤリ・ハット提案

の促進」、「安全専念時間の設定」など職場内でのコミュニ

ケーションの徹底化を推進。一方、「職場づくり」では、リスク

アセスメントの観点から設備や作業環境の見直し・是正を行

うと同時に、時代に対応した設備安全基準の改定や生産準備、

製造準備段階で安全が確認できるリスクアセスメントの導

入など、基準やしくみ自体の見直しも始めています。併せて、

総務部内にあった安全衛生推進室を安全衛生推進部に格上

げし、事務局として活動の推進を行っています。 

■    安全衛生 

当社では、ここ数年従業員のメンタルヘルスケアに力を入れ

ています。その結果、昨年度は疾病者一人当たりの欠勤日数

は増えましたが、件数は減少しました。また、昨年度好評だっ

た復職者支援制度を発展させ、「復職クラブ」を新たに立ち

上げました。これは同じ疾病に悩む人たちが集まってお互い

に教え合い支え合うもので、１カ月に１度開催しています。 

また、全従業員を対象に、保健師がストレスと向き合う方法

をレクチャーする「ストレス教育」も開催。産業医による海

外拠点従業員並びに家族への巡回も順調に拡大しており、

確実に成果を上げてきています。今後は、肥満や生活習慣病

などフィジカル面への指導も進めていく予定であり、従業員

を取り巻く職場の管理・監督

者や家族にも参加を呼びか

けながら、心身ともに健康な

職場づくりをめざして活動

を進めていきます。 

■    健康管理 

ストレス教育 

■労働災害発生率（休業度数率）の推移 

'９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ （年度） 

全製造業 

０ 

０.５ 

１.０ 

１.５ 

輸送器具製造業 

豊田合成 

'０５ 

休業度数率= ×１００万 
休業災害件数（人） 
延べ労働時間 

■安全職場づくり、人づくりの推進 

ねらい 全員の安全意識の改革と重大・休業災害の撲滅 
（●安全はコミュニケーションから  ●目線を落とした改善活動） 

【安全職場づくり】 

安全な職場 
災害ゼロ 
職場の達成 (         )

３M（材料・設備・方法）の 
危険要因・危険箇所 
（リスク）の排除 

【組 織】 
部 会 長：副社長 
副部会長：専務 
メンバー：各事業所工場長 
            （製造部長）他 
事 務 局：安全衛生推進部 

【展開・実行】 
総括管理者が展開責任者 

【安全人づくり】 

・安全意識の改革 
・安全行動の実践 

【組 織】 
部 会 長：専務 
副部会長：取締役 
メンバー：各事業所工場長 
            （製造部長）他 
事 務 局：安全衛生推進部 

地区安全衛生委員会で展開、実行、フォロー 
 

地区委員会構成 
 ●総括責任者・代表者  ●法定管理者  ●各部署の管理者  ●組合（支部委員長等） 

事業部長は地区総括安全衛生管理者を支援 

■主な活動状況 

実施事項  

管理者による朝のあいさつ運動（全事業所） 

重大災害に結びつくような設備機構の撲滅（STOP6） 

人
づ
く
り
 

● 作業のリスクアセスメント（頻発停止処置作業＋異常処置作業） 
● 付帯作業を対象に現地現物による実態の把握と 
　危険箇所是正および標準化 

● 時代に対応した設備安全基準の改定（設計部署） 
● 生産準備、製造準備段階での安全確認のしくみ化の実施 
　（設備と作業のリスクアセスメント） 

１  

 

２  

 

３  

 

４ 

 

５ 

職
場
づ
く
り
 

● ヒヤリ・ハット提案の推進（提案者の満足度重視） 
● 安全専念時間の設定 
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4.社会との関わり 

［ 人材育成 ］ 

当社では、「企業力＝人材。その人材はつくりだすもの」と

いう価値観を全社員が共有し、常に仕事を通じて人材が育っ

ている状態をめざし、グローバル人材の育成にも努めてい

ます。社員と会社は車の両輪との考え方のもと、社員には行

動指針として「自責」「成長」「挑戦」を求め、会社は「人材

育成」「QC的な仕事の進め方」「役割と行動」の３本を教育

の柱に階層別教育を行っています。また、若手技術者を主体

とした「技術者教育」と、ライン系の保全技能・モノづくり技

能を軸とした「技能系教育」により、人づくりを図っています。

海外拠点に対しても、管理監督者・エンジニアを対象にGPC

（グローバルプロダクションセンター）を開講して、人づくり

を進めるとともに、国内で培ったモノづくりの標準を世界の

豊田合成グループ内で共有することを推し進めています。

教育の推進に当たっては、副社長を委員長とする教育委員

会を軸に、技術者教育委員会と技能系教育委員会が柱とな

って人材の育成を牽引しています。 
［ 障がい者雇用 ］ 

２００６年３月現在、８２名の障がい者がさまざまな職場で各種

業務に従事しています。 

豊田合成の障がい者雇用率は１．９％で、法定雇用率を達成し

ています。 

［育児支援の取り組み］ 

次世代育成支援対策推進法により、当社も企業の社会的責任

を果たすため、仕事と育児が両立できる環境整備を図ってい

ます。同時に、一定の水準で支援策を進めている企業に対して、

労働局による「育児支援を積極的に進めている企業」として

の認定制度があり、その認定取得に向けて動き出しています。 

認定取得に向け、以下の３項目について制度を充実させました。 

■    人材育成・雇用 

■障がい者雇用率の推移 

１.９％ 
２ 

３ 

１ 

０ 
’０１ ’００ ’０２ ’０３ ’０４ 

１.９％ 

’０５ （年度） 

法定雇用率１.８％ 

■教育体系 

Ｑ
Ｃ
的
な
仕
事
の
進
め
方
　
　 

役
割
と
行
動 

人
材
育
成 

部長マネジメント研修 

室長マネジメント研修 

問題解決インストラクター研修 

　班長研修 

５級研修 

３級研修 

新入社員研修 

職
場
Ｏ
Ｊ
Ｔ 

事
務
系
、
技
術
系
、
技
能
系 

共
通
教
育
（
財
務
／
原
価
・
法
務
等
） 

語
学
教
育 

GL・課長マネジメント研修 

　係長マネジメント研修 

教育の柱 階層別教育 共通知識 
基礎専 
門教育 

生産拠点のアスベスト対策 

アスベストとは天然に産する鉱物繊維で、『石綿』とも呼ばれ
ており、耐熱性、耐薬品性、絶縁性等に優れているため、昭和３０
年頃から建築物を中心に多く使用されてきました。 
しかし、肺がんの危険性から現在は製造、使用が禁止されてお
り、労働者等の健康被害防止に対応するため、石綿障害予防規
則が２００５年７月に制定されました。これを受け、当社としても、
石綿含有製品が製造された２００４年までに竣工した全８１棟を
対象に調査を行い、その調査結果から飛散性の吹付けアスベ
ストを使用している４棟に対し、現在対策を進めております。
２００７年１月までに、順次対策を完了する予定です。また、従業
員の健康への配慮から、当該棟に勤務する従業員等を対象に、
産業医による教育を実施し、念のため特別に健康診断を実施
しています。 

・豊田合成は１９９７年より「シニアマイスター制度」として定

年後再雇用制度を導入しておりました。 

・高年齢者雇用安定法の施行により、労働組合と協議、検討

を重ね、現行の「シニアマイスター制度」を包括して定年

後再雇用制度を新たに導入しました。 

［高齢者の雇用］ 

■制度の概要 

再雇用期間 

再雇用基準 

再雇用面談 

再雇用率 

再雇用処遇 

 
 
 
 

最長６３歳まで 

 

定年直前に面談 

希望者の１～２割 

通勤手当は不支給 

最長６５歳まで 
（当面６３歳） 
 健康面・能力面・姿勢面 
の客観的評価 

定年３年前から 
毎年面談 

希望者の８～９割 

諸手当・休暇・福利厚生 
は社員と同基準 

能力面・職場ニーズ 
面の主観的評価 
 

項目 新制度の概要 
旧制度の概要 

（シニアマイスター制度） 

①育児休業：２歳未満の子をもつ者の休職制度 
②所定外労働の免除：小学校就学までの子をもつ者の
残業免除措置 

③育児特別勤務免除制度：中学校就学までの子をもつ
者の特別理由による離業等を認める制度 
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5.国内外関係会社の取り組み 
国内のみならず海外関係会社を含む豊田合成グループ各社においても、環境保全への取り組みを強化しています。ここに一例

として、積極的に取り組む関係会社の活動を報告します。 

■    一榮工業の取り組み 

サウスオーストラリア州アデレード郊外に位置するブリヂストンTGオ

ーストラリアはグループ唯一のオセアニア拠点として、ブリヂストンオ

ーストラリアリミテッドと豊田合成との合弁により１９９７年に操業を開始

し、自動車用セーフティシステム・ボディシーリング製品の製造・販売を

行っております。当社は、ISO１４００１を２０００年１０月に取得後、積極的な

環境保全活動への取り組みが認められ、２００１年にSouth Australian 

EPA Eco Efficiency AwardとWater Care Award Mitcham 

Councilを受賞いたしました。特に、住宅が工場の周りに密集してきた

ことから、近隣住民に対する臭気や環境負荷物質を低減するため、低

圧スプレーガンへの置換やプラズマ技術の導入等、さまざまな溶剤低

減対策を計画的に実施しており、２００５年には、溶剤使用量を約２０%低

減（２００３年比）することができ、２００６年にはさらに１０%低減する予定

です。一方、自社及び近隣の火災発生時に迅速かつ適切に対応するた

め、自衛消防隊を結成し、市消防本部で訓練を受けるなど地域貢献活

動にも積極的に取り組んでおります。今後も、豊田合成グループの連結

目標と環境負荷低減自主目標の達成に向け、地域とのコミュニケーシ

ョンを密にし、さらなる環境保全活動を着実に推進してまいります。 

 

■    Bridgstone TG Australia Pty.Ltd.の取り組み 

『８システム機能』とは 

企業の社会的責任（環境との調和） 

人間尊重（人・技術の向上） 

働きやすい 
環境づくり 

危機管理 
（リスク回避） 

エネルギー 
効率の向上 

８システム 
電気  水  エア  排煙  照明  空調  安全・衛生  防火（地震） 

■排出物量・売上高の推移 

（年度） 
０ ０ 

６００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

１４００ 

２０ 

３５ 

３０ 

２５ 

４０ 

'０３ '０４ '０５ 

１１９３ 
１２４０ 

２７ 
１０２２ 

３５ 
３８ 

売上高 

■溶剤使用量の推移 

（年度） 
０ 

２００ 

１００ 

３００ 

４００ 

５００ 

■埋立・焼却廃棄物量の推移 

１０ 

１５ 

'００ '０１ （年度） 

（t） 

（t） 

０ 

５ 

'０２ '０３ '０４ 

埋立廃棄物 

焼却廃棄物 
 

'０３年度以降 
『ゼロ』継続中 

一榮工業 

ブリヂストンTGオーストラリア 

環境関連優秀賞受賞 低圧スプレーガン 

一榮工業（株）は、樹脂・ウレタン・

ウッドハンドル用アルミ・鉄芯金や

エアバッグモジュール及びその構

成金具部品などの保安部品の成形・

加工・溶接・組付を主事業とし、福

祉車両向け車イス用スロープ製品

なども事業展開しております。当社は創業４６年を迎え、ISO１４００１

認証を２００３年に取得し、経営理念に①事業の着実な成長②お客さま

の信頼③技術の革新（イノベーション）④人間尊重⑤社会的責任（環

境との調和）を掲げ、『全員参加』で環境保全活動を推進しております。

環境に対する従業員の意識も高く、市のクリーンサポーターとして工

業団地内のゴミ収集活動を実施し、継続中です。豊田合成グループの

中でも最初に、埋立・焼却廃棄物「ゼロ」を２００３年度に達成。さらに工

程内不良０化、再資源化物の削減（アルミ芯金エアベントの形状縮小・

廃止）、技術改善や資源有効利用を図り、排出物削減を進めています。

また、人間尊重（人・技術の向上）のため『８システム機能』を軸として、

働きやすい作業環境づくり、エネルギー効率向上、危機管理の構築・整

備を展開中です。今後もさまざまな環境に関する社会貢献に積極的に

参画し、企業責任を全うしてまいります。 

'０４ 

３７２ 

'０３ 

４１３ 

'０５ 

３３１ 

'０６ 

２９８ 

現行タイプ 

新タイプ 

現行タイプ 

新タイプ 

現行タイプ 

新タイプ 

 
約２０％低減 
２００３年度比 

 

目標 

排
出
物
量（
ｔ
） 

売
上
高（
億
円
） 

排出物量 
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6.環境データ 

現行タイプ 

新タイプ 

 

 

■    事業活動に伴う環境への影響 

当社は、自動車の部品メーカーとして、開発・設計段階から調達、製造、輸送、使用、再利用、廃棄に至る製品のライフサイクルで、

環境に与える影響を正確に把握すると同時に課題を明らかにし、環境への取り組みに活かすよう努めています。今後も、製品の

リサイクル性を推進するとともに、より的確な環境負荷低減に向けた活動を進めていきます。 

事業活動 取り組み課題 

水資源投入量 

工業用水 

上水 

地下水 

186万ｍ3 

90万ｍ3 

25万ｍ3 

70万ｍ3

PRTR対象物質 706t

インプット 

総エネルギー投入量 

購入電力 

都市ガス 

LPG 

重油 

294万GJ 

145万GJ 

111万GJ 

3万GJ 

36万GJ

総物質投入量 

樹脂 

ゴム（練生地） 

 

● CO2排出量の低減 

● 環境負荷物質の削減 

● 廃棄物低減 

● 省資源活動の推進 

製品製造 

● 燃費の向上 

● ガソリンベーパーの排出低減 

● クリーンエネルギー車への対応 

● 部品リサイクル性向上 

● 車の騒音低減 

● LCAの推進 

● 環境負荷物質の削減 

開 発  
設 計  

● グリーン調達の推進 資材調達 

● 物流合理化の推進 輸 送  

● 使用済み自動車部品 
リサイクル性向上 

再 利 用  
再 使 用  

● 燃費の向上 

● 環境負荷物質の削減 

使 用  

アウトプット 

総排水量 

 

123万m3 

0.2ｔ 

廃棄物等の排出 

埋立廃棄物量 

焼却廃棄物量 

マテリアルリサイクル量 

PRTR対象物質移動量 

 

0ｔ 

60ｔ 

10,494ｔ 

108ｔ 

大気への排出 

CO2 

SOx 

NOx 

ばいじん 

PRTR対象物質排出量 

 

11.0万t-CO2 

51t 

206t 

8t 

265t

製品 内外装製品 

ボディシーリング製品 

機能部品 

セーフティシステム製品 

オプトエレクトロニクス製品 

家庭電気機器用部品　他 

PRTR対象物質排出量 

52,599t 

23,837t 

28,762t

■事業活動における２００５年度の資源投入と環境への排出 

 

購入部品、金属、液体は除く 

■    グローバル環境データ  海外連結を含めた情報開示を推進していきます。 

■２００５年度のCO2排出量の内訳 

総量 
３１.０万 
t-CO2

豊田合成 
１１.０万t-CO2

国内関係会社8社 
３.５万t-CO2

海外関係会社１６社 
１６.５万t-CO2

■２００５年度の排出物量の内訳 

総量 
５７.５千ｔ 

豊田合成 
１８.２千ｔ 

国内関係会社8社 
５.６千ｔ 

海外関係会社１６社 
３３.７千ｔ 
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愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地　・主要製品　機能部品、ボディシーリング製品 

■PRTRデータ 

物質名 取扱量 

アジピン酸ビス（２-エチルヘキシル） 

２-イミダゾリジンチオン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

チウラム 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス（２-エチルヘキシル） 

１,５９９ 

１,９６３ 

１１,３６３ 

１２,６５５ 

６,１３７ 

７,６４７ 

排出量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

大気 水域 土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２４０ 

２８９ 

１,７０８ 

６８３ 

９２１ 

１,１２０ 

移動量 
（廃棄物としての移動量） 

リサイクル量 

０ 

２ 

７７ 

０ 

０ 

１０ 

除去（処理）量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

消費量 

１,３５９ 

１,６７２ 

９,５７８ 

１１,９７１ 

５,２１６ 

６,５１７ 

■地下水 

■法律等違反なし　■苦情なし 

測定項目 環境基準 実績 

トリクロロエチレン 

シス-１,２-ジクロロエチレン 

０.０３ 

０.０４ 

ND～０.００３※ 

ND～０.２１※ 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

測定項目 規制値 実績 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

チウラム 

ふっ素 

７.７ 

４.４ 

０.２ 

０.２ 

１.２ 

０.６ 

ND 

０.２ 

春 日 工 場  

５.８～８.６  

２５ 

３０ 

５ 

１２０ 

１６ 

０.０６ 

８ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

 

 

０.２５ 

０.０５ 

２３０ 

１５０ 

６００ 

ND 

ND 

５３ 

６６ 

１２４ 

規制値 実績 測定項目 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

■    国内工場データ  国内主力工場の環境データを掲載しています。 

※２１ページを参照 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 
 

エチルベンゼン 

キシレン 

トルエン 

７,６７４ 

３０,３７０ 

６９,３４４ 

大気 

６,４５９ 

２３,９９５ 

５５,４６１ 

水域 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

７６３ 

４,５０７ 

９,８３５ 

０ 

０ 

０ 

１１３ 

４６７ 

１,０１２ 

■PRTRデータ 

３３９ 

１,４０１ 

３,０３６ 

愛知県一宮市明地字東下城４０　・主要製品　内外装製品、セーフティシステム製品 尾 西 工 場  

測定項目 規制値 実績 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

０.００８ 

０.０３９ 

９７ 

１０２ 

０.３ 

０.０５ 

１８０ 

６００ 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

５.７～８.７ 

３００ 

３００ 

８０ 

規制値 測定項目 

７.２ 

４３.３ 

８.５ 

１.４ 

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

 
■法律等違反なし　■苦情なし 

稲 沢 工 場  愛知県稲沢市北島町米屋境１番地　・主要製品　内外装製品、機能部品 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

六価クロム 

全クロム 

銅 

亜鉛 

ふっ素 

ほう素 

５.８～８.６ 

２５ 

３０ 

５ 

１２０ 

１６ 

０.５ 

２ 

１ 

５ 

８ 

１０ 

規制値 測定項目 

７.０ 

７.３ 

４.８ 

０.１ 

１２.２ 

０.８ 

０.００８ 

０.０２ 

０.０４ 

０.４ 

０.３０ 

３.３ 

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

エチルベンゼン 

キシレン 

クロム及び三価クロム化合物 

六価クロム化合物 

銅水溶性塩（錯塩を除く） 

トルエン 

ニッケル金属 

ニッケル化合物 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル) 

ほう酸及びその化合物 

３,９８４ 

２２,６０８ 

１２,４３５ 

３０,０８５ 

２,９６８ 

５３,１７５ 

５７,６８４ 

７０,２６６ 

２３,５２９ 

１,２９４ 

大気 

３,２５９ 

１８,１８８ 

０ 

０ 

０ 

４２,８８２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

水域 

０ 

０ 

１２４ 

０ 

３０ 

０ 

０ 

１４ 

０ 

１３ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

４６５ 

２,９６４ 

１２,３１０ 

０ 

２,２２６ 

６,８９４ 

０ 

９,１２１ 

１,６４７ 

９７０ 

６５ 

３６４ 

０ 

０ 

０ 

８５０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１２,０３４ 

０ 

０ 

５７,６８４ 

０ 

０ 

０ 

■PRTRデータ 

１９４ 

１,０９２ 

０ 

１８,０５１ 

７１２ 

２,５４９ 

０ 

６１,１３１ 

２１,８８２ 

３１０ 

測定項目 環境基準 実績 

トリクロロエチレン※１ 

シス-１,２-ジクロロエチレン※１ 
ND～０.０５９※２ 

ND～０.１３※２ 
０.０３ 

０.０４ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

 

 

０.３ 

０.０５ 

１８０ 

１５０ 

６００ 

０.００２ 

０.０１１ 

８１ 

７８ 

１２９ 

規制値 実績 測定項目 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

※1 使用実績のない物質　 

■地下水 

■法律等違反なし　■苦情なし 

※２　２１ページを参照 
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愛知県稲沢市平和町下三宅折口７１０　・主要製品　ボディシーリング製品、機能部品、セーフティシステム製品、オプトエレクトロニクス製品 平 和 町 工 場  

ばいじん 

 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

 

 

０.１５ 

０.０５ 

０.０５ 

１４０ 

１２０ 

２００ 

０.００２ 

０.００２ 

０.０１１ 

１１０ 

７１ 

１１２ 

規制値 実績 測定項目 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

ふっ素 

５.８～８.６ 

１２.５ 

１５ 

２ 

１２０ 

１６ 

７.５ 

規制値 測定項目 

７.０ 

１.９ 

０.３ 

ND 

７.６ 

０.１ 

０.４ 

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

２-アミノエタノール 

エチルベンゼン 

キシレン 

トルエン 

１６,８８６ 

１,７７３ 

１２,７９３ 

２６,８１８ 

大気 

２ 

１,５４９ 

１０,２５１ 

２３,３４０ 

水域 

０ 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

１６,８５０ 

１８１ 

１,７９５ 

２,９８４ 

０ 

１１ 

１８７ 

１２４ 

３４ 

０ 

０ 

０ 

■PRTRデータ 

０ 

３２ 

５６０ 

３７１ 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

■法律等違反なし　■苦情なし 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

２００６年６月 

豊田合成株式会社 

総務部　総務室 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地 

TEL:０５２-４００-１０５５ 

FAX:０５２-４０９-７４９１ 

施設環境部　環境管理室 

愛知県稲沢市北島町西の町３０番地 

TEL:０５８７-３４-３２９１ 

http://www.toyoda-gosei.co.jp

発 行 日  

発 行 元  

連 絡 先  

【 期 　 間 】 

【 大 　 気 】 

【 水 　 質 】 

【 土 　 壌 】 

【 地 下　水 】 

【 P R T Rデータ】 

● '０５年４月～'０６年３月 
● 単位はNOx:ppm, ばいじん:mg/Nm3　● ND：定量下限値以下（検出されない）　● 実績の値は測定実績の平均値を示しています。 
● 単位はpH を除きmg/L, pH：水素イオン濃度　● BOD：生物化学的酸素要求量　● SS：水中の懸濁物質濃度　● ND：定量下限値以下（検出されない）　● 実績の値は測定実績の平均値を示しています。 
● 単位は mg/L　● ND：定量下限値以下（検出されない） 
● 単位は mg/L　● ND：定量下限値以下（検出されない） 
● 単位はkg　※1kg以下の数値は四捨五入しています。総量と取扱量の数値が一致しない場合があります。 

愛知県名古屋市西区菊井１丁目２３番１３号 旧名古屋工場 

測定項目 規制値 実績 

■土壌 

ND～０.０８２※ 

ND～０.２７※ 
０.０３ 

０.０４ 

シス-１,２-ジクロロエチレン ０.０４ 

規制値 測定項目 

０.００４～０.８７※ 
実績 

■地下水 

トリクロロエチレン 

シス-１,２-ジクロロエチレン ※２１ページを参照 

■PRTRデータ 

物質名 取扱量 

アンチモン及びその化合物 

２-イミダゾリジンチオン 

エチルベンゼン 

キシレン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

N,N-ジメチルホルムアミド 

チウラム 

１,３,５-トリメチルベンゼン 

トルエン 

ビス（N,N-ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス（２-エチルヘキシル） 

ポリ（オキシエチレン）=アルキルエーテル 

無水フタル酸 

５,６８３ 

４,６４４ 

１,９７１ 

４７,４６９ 

１５,４６２ 

２,１０２ 

２１,１６４ 

２,０７４ 

６５,６０３ 

１０,６０７ 

２６,８４６ 

１４,０４９ 

１,２６６ 

１,５９３ 

排出量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１,４６７ 

３３,５４８ 

０ 

１,２５９ 

０ 

１,５３９ 

４１,７４４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

大気 水域 土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２８４ 

１８６ 

３４７ 

８,６９８ 

６１８ 

４４４ 

１,１４３ 

３１１ 

１３,６９２ 

４２４ 

１,３４２ 

８５７ 

１,２５３ 

７４ 

移動量 
（廃棄物としての移動量） 

リサイクル量 

５７ 

１８６ 

１０５ 

３,４８１ 

６１８ 

３４３ 

０ 

１４９ 

８,４０９ 

４２４ 

２６８ 

６０ 

０ 

１５ 

除去（処理）量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

消費量 

５,３４２ 

４,２７２ 

５２ 

１,７４１ 

１４,２２５ 

５５ 

２０,０２１ 

７５ 

１,７５７ 

９,７５８ 

２５,２３６ 

１３,１３１ 

１３ 

１,５０５ 

 

■法律等違反なし　■苦情なし 

静岡県周智郡森町睦実１３１０番地の１２８　・主要製品　ボディシーリング製品、機能部品 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

測定項目 規制値 実績 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（重油） 

ボイラー（重油） 

コージェネ（重油） 

０.２５ 

０.１ 

１８０ 

９５０ 

０.０２ 

０.０１ 

１２０ 

７３０ 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

測定項目 規制値 実績 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

チウラム 

ふっ素 

亜鉛 

７.６ 

４.９ 

７.８ 

０.５ 

０.００５ 

０.２ 

０.２ 

５.８～８.５  

２５ 

５０ 

５ 

０.０６ 

８ 

０.５ 

森 町 工 場  

 

 



発行　２００６年６月 

印刷インクには、環境に優しい 
「大豆油インク」を使用しております。 

古紙配合率100% 
白色度83%再生紙を使用しています。 

本報告書は、当社の使用済み紙資源を 
原料とした再生紙を使用しています。 

人と地球にナイスリー
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